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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

今
年
の
パ
レ
ー
ド
の
メ
イ

ン
・
ア
ー
ト
・
イ
メ
ー
ジ
に
は

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し

た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
在
住
の
田
原

沙
織
さ
ん
の
作
品
＝
写
真
＝
が

　

第
３
回
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
」
が
５
月
11
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
る
。
同
イ
ベ
ン
ト
を
主

催
す
る
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
・
イ
ン

ク
（
社
長
兼
会
長
・
山
口
幸
一

双
日
株
式
会
社
専
務
執
行
役
員

兼
米
州
総
支
配
人
、名
誉
会
長
・

森
美
樹
夫
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
大
使
、

事
務
局
長
・
吉
井
久
美
子
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
社
長
）
が
４
月
26
日
総
領
事

公
邸
で
記
者
会
見
し
た
。
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
の
日
系
議

員
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
Ｔ
・
イ
マ
ム

ラ
氏
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

今
年
の
パ
レ
ー
ド
の
グ
ラ
ン

ド
マ
ー
シ
ャ
ル
を
務
め
る
元
車

い
す
テ
ニ
ス
選
手
の
国
枝
慎
吾

氏
＝
写
真
＝
が
ビ
デ
オ
で
開
催

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た
。
今
年
は
日
本
か
ら
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、『
舞

台
「
鬼
滅
の
刃
」』
の
キ
ャ
ス

ト
を
迎
え
る
。「
鬼
滅
の
刃
」（
原

作
：
吾
峠
呼
世
晴
、
集
英
社
ジ

ャ
ン
プ
コ
ミ
ッ
ク
ス
刊
）
は
、

２
０
１
６
年
か
ら
２
０
２
０
年

ま
で
「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」

（
集
英
社
）
で
連
載
さ
れ
た
大

人
気
作
。『
舞
台「
鬼
滅
の
刃
」』

は
、
２
０
２
０
年
に
初
演
、
作

品
の
世
界
観
に
寄
り
添
う
音
楽

や
ア
ク
シ
ョ
ン
が
継
続
的
な
人

気
に
繋
が
り
、
23
年
に
は
第
4

弾
『
舞
台
「
鬼
滅
の
刃
」
其
ノ

肆 

遊
郭
潜
入
』
が
上
演
さ
れ

た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
で
は
、

舞
台
版
の
キ
ャ
ス
ト
か
ら
竈
門

炭
治
郎(

阪
本 

奨
悟)

、
嘴
平

伊
之
助(

佐
藤 

祐
吾)

、
煉
獄

杏
寿
郎 (

矢
崎 

広)

、
胡
蝶
し

の
ぶ(

門
山 

葉
子)

を
迎
え
る
。

『
舞
台
「
鬼
滅
の
刃
」』
の
キ
ャ

ス
ト
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初
登
場

と
な
る
。

　

ま
た
Ｕ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
２
０
２
４
年
Ｐ
Ｒ
の
一

環
と
し
て
映
画
「
ス
タ
ー
ウ
ォ

ー
ズ
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
乗

せ
た
フ
ロ
ー
ト
も
登
場
す
る
こ

と
が
日
本
政
府
観
光
局
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
事
務
所
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

の
山
田
道
明
所
長
か
ら
発
表
さ

れ
た
。
パ
レ
ー
ド
は
午
後
1
時

か
ら
午
後
3
時
30
分
ま
で
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
の
81

丁
目
か
ら
67
丁
目
ま
で
を
96
団

体
と
個
人
が
行
進
す
る
予
定
。

　

同
パ
レ
ー
ド
は
日
米
交
流
、

Ｎ
Ｙ
へ
の
感
謝
、
日
系
社
会
の

連
帯
強
化
を
目
的
に
開
催
さ

れ
、
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
に
今
年

も
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
の
協
力
を

得
て
、
日
本
の
お
祭
り
屋
台
の

食
べ
物
な
ど
20
あ
ま
り
の
テ
ン

ト
が
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
と
し

て
72
丁
目
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
ウ
エ
ス
ト
と
コ
ロ
ン
バ
ス
ア

ベ
ニ
ュ
ー
の
間
に
登
場
す
る
ほ

か
、
日
本
文
化
紹
介
の
書
道
や

折
り
紙
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
の

記
念
写
真
撮
影
、
能
登
半
島
地

震
被
災
地
支
援
の
寄
付
募
金

活
動
を
す
る
テ
ン
ト
も
参
加

す
る
。
パ
レ
ー
ド
の
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

japanparadenyc.org/

を
参

照
す
る
。（
関
連
記
事
５
面
に
）

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

田
原
沙
織
さ
ん
優
勝

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
11
日
に
開
催

選
ば
れ
た
。

　

和
傘
を
モ
チ
ー
フ
に
日
米
国

旗
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
祭
り
、

桜
を
描
い
た
。
田
原
さ
ん
は
広

島
県
生
ま
れ
。UX/UI

デ
ザ

イ
ナ
ー 

。
２
０
１
２
年
に
来

米
。
16
年
に
Ｎ
Ｙ
市
立
大
学
Ｍ

Ｆ
Ａ
修
士
課
程
修
了
。
主
な

仕
事
は
、UX/UI

デ
ザ
イ
ン
、

フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド
開
発
、
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン
。
休

日
は
家
族
と
過
ご
す
。
趣
味
は

イ
ラ
ス
ト
制
作
。

セントラルパークウエスト

午後１時スタート
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令
和
６
年
４
月
10
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
公
式
訪
問
中
の
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大

臣
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
、
日
米
首
脳
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

の
読
者
の
皆
様
へ
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
在
住
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
両
国
の
友

好
関
係
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
米
首
脳
会
談

日米首脳会談 

　より詳しい情報は、首相官邸ホームページ（http://www.kantei.
go.jp/）、外務省ホームページ（http://www.mofa.go.jp/mofaj/）を
ご覧ください。
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日米首脳共同記者会見

　

冒
頭
、岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、

公
式
訪
問
に
招
待
い
た
だ
き
光

栄
で
あ
る
旨
述
べ
た
上
で
、
日

米
両
国
は
深
い
信
頼
と
重
層
的

な
友
好
関
係
で
結
ば
れ
て
お

り
、
こ
の
か
つ
て
な
く
強
固
な

友
好
・
信
頼
関
係
に
基
づ
き
、

日
米
両
国
が
二
国
間
や
地
域
に

と
ど
ま
ら
ず
、
法
の
支
配
に
基

づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩

序
を
共
に
維
持
・
強
化
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

っ
て
い
る
旨
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、

今
次
公
式
訪
米
を
通
じ
て
、
か

つ
て
な
く
強
固
に
結
ば
れ
た
日

米
が
、
い
か
な
る
未
来
を
構
築

し
て
い
く
の
か
を
内
外
に
示
し

た
い
旨
述
べ
ま
し
た
。
両
首
脳

は
、
日
米
両
国
が
国
際
社
会
の

問
題
に
取
り
組
む
グ
ロ
ー
バ

ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
の

点
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
国
際
社
会
が
分

断
の
度
合
い
を
深
め
、
か
つ
て

な
い
レ
ベ
ル
で
の
挑
戦
を
受
け

て
い
る
と
の
認
識
を
共
有
し
た

上
で
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
自

由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
を
共

に
維
持
・
強
化
し
て
い
く
こ
と

で
一
致
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
米
同
盟
の
役
割

が
か
つ
て
な
く
高
ま
る
中
、
日

米
安
全
保
障
協
力
に
つ
い
て
、

た
。

（
5
） 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
に
つ
い
て
、
岸

田
総
理
大
臣
か
ら
、「
今

日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
明
日

の
東
ア
ジ
ア
か
も
し
れ
な

い
」
と
の
認
識
の
下
、
我

が
国
が
自
ら
の
問
題
と
し

て
厳
し
い
対
露
制
裁
と
強

力
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を

継
続
し
て
い
く
決
意
を
述

べ
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と

の
間
で
、
Ｇ
７
を
始
め
と

す
る
同
志
国
と
緊
密
に
連

携
し
て
い
く
こ
と
で
一
致

し
ま
し
た
。

（
6
）　

岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、

中
東
情
勢
を
め
ぐ
る
バ
イ

デ
ン
大
統
領
の
外
交
努
力

を
高
く
評
価
す
る
旨
述
べ

る
と
と
も
に
、
人
道
状
況

の
改
善
や
持
続
可
能
な
停

戦
の
実
現
に
向
け
て
外
交

努
力
を
重
ね
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
両
首
脳
は
、
ハ
マ
ス

等
の
テ
ロ
攻
撃
を
非
難
す

る
と
と
も
に
、
ガ
ザ
地
区

の
人
道
状
況
の
改
善
及
び

復
興
と
「
二
国
家
解
決
」

の
実
現
、
さ
ら
に
中
東
地

域
の
安
定
化
に
向
け
、
引

き
続
き
緊
密
に
協
力
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し

た
。

　

次
い
で
、
両
首
脳
は
、
日
米

両
国
が
世
界
の
経
済
成
長
を
共

に
牽
引
し
て
い
く
上
で
、
民
間

企
業
を
始
め
と
す
る
双
方
向
の

投
資
の
促
進
が
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。
岸

田
総
理
大
臣
か
ら
は
、
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
お
け
る
日
本

企
業
の
投
資
に
も
触
れ
つ
つ
、

日
本
企
業
が
投
資
や
雇
用
創
出

を
通
じ
て
米
国
経
済
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
か
ら
賛

意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
両
首
脳
は
、
半
導
体
、
Ａ

Ｉ
、
量
子
等
の
先
端
技
術
分
野

で
の
競
争
力
の
維
持
・
強
化
に

向
け
、
研
究
開
発
協
力
の
具
体

化
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
環
境
の
整
備
や

人
材
育
成
交
流
と
い
っ
た
連
携

を
加
速
化
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
ま
た
、
経
済
的
威

圧
、
非
市
場
的
政
策
・
慣
行
や

過
剰
生
産
の
問
題
へ
の
対
応
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化

や
、
脱
炭
素
化
等
に
よ
る
持
続

可
能
で
包
摂
的
な
経
済
成
長
の

実
現
に
向
け
、
協
力
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し

た
。
こ
の
文
脈
で
、
経
済
安
全

保
障
の
確
保
に
向
け
て
、
二
国

間
や
Ｇ
７
を
含
め
、
様
々
な
枠

組
み
を
通
じ
て
連
携
を
更
に
深

め
て
い
く
こ
と
で
も
一
致
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
岸
田
総
理
大

臣
か
ら
、
米
国
の
イ
ン
ド
太
平

洋
地
域
へ
の
経
済
的
関
与
が
不

可
欠
で
あ
る
旨
述
べ
、
同
地
域

の
経
済
秩
序
に
つ
い
て
や
り
取

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
宇
宙
分
野
で
の

日
米
協
力
を
一
層
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
か
ら
の
月
面
与
圧
ロ

ー
バ
の
提
供
と
日
本
人
宇
宙
飛

行
士
の
2
回
の
月
面
着
陸
を
含

む
、
与
圧
ロ
ー
バ
に
よ
る
月
面

探
査
の
実
施
取
決
め
の
署
名
を

歓
迎
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
両

首
脳
は
、
重
要
な
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
前
提

に
、
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
の
将
来

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
日
本
人
宇
宙

飛
行
士
が
米
国
人
以
外
で
初
め

て
月
面
に
着
陸
す
る
と
い
う
共

通
の
目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
両
首
脳
は
、
昨
年

の
「
核
軍
縮
に
関
す
る
Ｇ
７
首

脳
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
発
出
を

含
む
、
核
軍
縮
に
関
す
る
現
実

的
・
実
践
的
な
取
組
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
岸
田
総

理
大
臣
か
ら
、
米
国
の
「
Ｆ
Ｍ

Ｃ
Ｔ
フ
レ
ン
ズ
」
へ
の
参
加
を

歓
迎
す
る
旨
述
べ
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
揺
る
ぎ
な
い
日

米
関
係
の
礎
は
人
と
人
と
の
絆

で
あ
り
、
こ
れ
を
一
層
強
化
す

る
べ
く
、
人
的
交
流
を
更
に
促

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

両
首
脳
は
、
国
際
社
会
の
平

和
と
繁
栄
の
礎
で
あ
る
法
の
支

配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た

国
際
秩
序
を
何
と
し
て
も
維

持
・
強
化
し
て
い
く
と
い
う
日

米
両
国
の
不
退
転
の
決
意
を
表

明
し
、
そ
の
指
針
を
記
し
た
も

の
と
し
て
、
日
米
首
脳
共
同
声

明
「
未
来
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
発
出
し

ま
し
た
。

日

本

国

政

府

（
写
真
提
供

・

内
閣
広
報
室
）

ッ
ト
メ
ン
ト
が
改
め
て
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
両
首
脳
は
、
次

の
と
お
り
地
域
情
勢
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
1
） 

両
首
脳
は
、
力
又
は
威

圧
に
よ
る
一
方
的
な
現
状

変
更
の
試
み
は
、
世
界
の

い
か
な
る
場
所
で
あ
れ
、

断
じ
て
許
容
で
き
ず
、
同

盟
国
・
同
志
国
と
連
携
し
、

引
き
続
き
毅
然
と
し
て
対

応
す
る
こ
と
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

（
2
） 

両
首
脳
は
、
中
国
を
め

ぐ
る
諸
課
題
へ
の
対
応
に

当
た
り
、
引
き
続
き
日
米

で
緊
密
に
連
携
し
て
い
く

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
両
首
脳
は
、
中
国

と
対
話
を
継
続
し
、
共
通

の
課
題
に
つ
い
て
は
協
力

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
両
首
脳
は
、
台
湾
海

峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要

性
を
強
調
す
る
と
と
も

に
、
両
岸
問
題
の
平
和
的

解
決
を
促
し
ま
し
た
。

（
3
） 

両
首
脳
は
、
核
・
ミ
サ

イ
ル
開
発
や
露
朝
関
係
を

含
む
北
朝
鮮
を
め
ぐ
る
最

新
の
情
勢
に
つ
い
て
率
直

な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
両
首
脳
は
、
昨
年
8

月
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

招
き
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
・

デ
ー
ビ
ッ
ド
で
の
日
米
韓

首
脳
会
合
の
成
果
に
立
っ

て
、
多
く
の
分
野
で
日
米

韓
協
力
が
進
展
し
て
い
る

こ
と
を
歓
迎
し
つ
つ
、
深

刻
に
懸
念
す
べ
き
現
下
の

情
勢
に
対
し
て
、
引
き
続

き
日
米
、
日
米
韓
で
一
層

緊
密
に
連
携
し
て
対
応
し

て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
岸
田
総
理

大
臣
か
ら
、
拉
致
問
題
の

即
時
解
決
に
向
け
た
米
国

の
引
き
続
き
の
理
解
と
協

力
を
求
め
、
バ
イ
デ
ン
大

統
領
か
ら
、
改
め
て
全
面

的
な
支
持
を
得
ま
し
た
。

（
4
） 

両
首
脳
は
、
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
や
太
平
洋
島
嶼
国

を
始
め
と
す
る
様
々
な
国

と
の
更
な
る
関
係
強
化
の

必
要
性
を
共
有
し
、
引
き

続
き
緊
密
に
連
携
し
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し

日米首脳会談

岸
田
総
理
大
臣
か
ら
、
国
家
安

全
保
障
戦
略
に
基
づ
き
、
反
撃

能
力
の
保
有
や
、
２
０
２
７
年

度
の
防
衛
費
と
そ
れ
を
補
完
す

る
取
組
に
要
す
る
予
算
水
準
を

２
０
２
２
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
2

％
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
強
い

決
意
を
持
っ
て
防
衛
力
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
伝

え
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
か
ら
改

め
て
強
い
支
持
を
得
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
両
首
脳
は
、
日
米

同
盟
の
抑
止
力
・
対
処
力
の
一

層
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
し
、
米
軍
と
自
衛
隊

の
相
互
運
用
性
強
化
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
・
統
制
枠
組

み
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
含

め
、
安
全
保
障
・
防
衛
協
力
を

拡
大
・
深
化
し
て
い
く
こ
と
で

一
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
イ

デ
ン
大
統
領
か
ら
、
日
本
の
防

衛
に
対
す
る
揺
る
ぎ
な
い
コ
ミ

https://www.gov-online.go.jp/eng/publicity/book/hlj/index.html
mailto:g.kaigai@cao.go.jp
http://www.kantei
http://www.mofa.go.jp/mofaj/
http://www.japan.go.jp
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５月 NY 日系人会の行事
現在 JAA奨学金奨学生募集中。締切りは 5月 6日（月）
https://jaany.org/general-scholarship-application/

■ 5月 4日（土）11:00-12:00 Online 講座「リタイヤ後は日本？
日本の親の介護、どうする？」横畠文美さんが日本の介護保
険、高齢者向け施設の解説します。

■ 5日（日）11am-1pm JAAアップルキッズ主催「子供の日
をみんなで祝いましょう！」日米武道館（五嶋龍先生）の空
手、NY廣武館（デビット廣村先生）の剣道、三上クニさん
の JAZZ、折り紙等が楽しめる。申し込みは JAAまで

■９日（木）10am-12pm NYC Dept. Of Aging/HIICAP主催「メ
ディケア相談室」各 30分。JAAに要予約

■ 9日（木）12pm-2pm 「5月第１敬老会」BentOnのお弁当と
奄美民謡の成瀬茉倫さんの歌をお楽しみください。敬老会参
加、デリバリー、ピックアップは要予約。会費＄５　

■ 13日（月）10am-12pm　「シニアへの無料ヘアカット」田
原ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さん
で行います。各 30分。早めに要予約

■ 16日（木）10am-12pm「三木克己弁護士による移民法の電
話無料相談室」各 15分 。要予約

■ 16日（木）� 6月 1日（土）第 28回「JAAニューヨーク
で活躍する日本人・日系人美術家展」16日 5pm-7pm オープ
ニングレセプション。NY総領事森美樹夫大使と出展作家が
参加。日米で活躍する 34人の作品を展示。売上げの 50％は
JAAに寄付される。ワインとリフレッシュメントあり

■ 22日（水）6:30pm- online 理事会
■ 23日（木）12pm-2pm 「5月第２敬老会」BentOnのお弁当
と IWAKI Bandの歌をお楽しみください。敬老会参加、デリ
バリー、ピックアップは要予約。５月お誕生日の皆さんお集
まりください。会費＄５　要予約

■ 25日（土）1pm-『ドキュメンタリー映画「Manji 卍」上演
会とトーク』　スピーカーは中垣顕実法師。推奨寄付 $5 　

■ 27日（月）メモリアルデーにて事務局休み
■ 27日（月）「1912年から続くメモリアルデー日本人墓地墓
参会」　NY総領事館、NY仏教会、日米合同教会、日系ライ
オンズクラブ、NY日本人学校、NY育英学園の協力でマウ
ント・オリヴェット墓地で開催

■ 30日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝川玲
子弁護士の遺言・事前指示の書類についての電話無料相談室
-Will, Health Care Proxy, Living Wills,Power of Attorney」各
30分。要予約

■ 30日 (木）1pm-2:30pm 「しゃべって！笑って！ハッピーラ
イフ！」（企画：幸せ運び隊）参加費 $5

■ 31日（金）6pm-9:30pm 　第 54回「JAA奨学金＆第 18回
本庄奨学金授与晩餐会」をハーバードクラブで開催。基調講
演は「受験は逆転の大チャンス」ビリギャル・小林さやかさ
ん。申し込みは JAAまで。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th St., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

英
国
の
空
港
サ
ー
ビ
ス
調
査

会
社
ス
カ
イ
ト
ラ
ッ
ク
ス
は
、

２
０
２
４
年
度
エ
ア
ポ
ー
ト
ホ

テ
ル
・
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
、

Ｊ
Ｆ
Ｋ
国
際
空
港
の
Ｔ
Ｗ
Ａ
ホ

テ
ル
が
北
米
で
１
位
、
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
３
位
に
選
ば
れ

ン
な
内
装
が
特
徴
で
、
世
界
的

著
名
な
フ
ラ
ン
ス
人
シ
ェ
フ
の

ジ
ャ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
が
手
掛

け
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
パ
リ
・
カ

フ
ェ
」
も
併
設
す
る
。

　

北
米
ラ
ン
キ
ン
グ
は
次
い
で

２
位
バ
ン
ク
ー
バ
ー
国
際
空
港

の
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
・
バ
ン
ク
ー

バ
ー
空
港
、
３
位
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
国
際
空
港
の
グ
ラ
ン

ド
・
ハ
イ
ア
ッ
ト
、
４
位
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
国
際
空
港
の
ウ

ェ
ス
テ
ィ
ン
、
５
位
デ
ン
バ
ー

国
際
空
港
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
。

　

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
１
位
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
チ
ャ
ン
ギ

国
際
空
港
の
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
、
２
位
深
圳
宝
安
国
際
空
港

の
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
、
４
位
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
空
港
の
ヒ
ル
ト
ン
、
５
位

バ
ン
ク
ー
バ
ー
国
際
空
港
の

フ
ェ
ア
モ
ン
ト
・
バ
ン
ク
ー

バ
ー
空
港
。
そ
の
ほ
か
世
界

各
地
域
別
ラ
ン
キ
ン
グ
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

worldairportawards.com/

を
参
照
す
る
。

世
界
の
空
港
ホ
テ
ル
ラ
ン
キ
ン
グ

Ｔ
Ｗ
Ａ
ホ
テ
ル
北
米
で
１
位

　

大
阪
府
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

松
下
愛
美
は
、
Ｎ
Ｙ
移
住
後
初

と
な
る
リ
サ
イ
タ
ル
を
４
月
26

日
夜
、
市
内
28
丁
目
の
「
マ
ー

ク
Ａ
ス
コ
ー
カ
ホ
ー
ル
・
オ
ペ

ラ
ア
メ
リ
カ
」
で
開
催
し
た
。

松
下
は
大
阪
音
大
卒
業
後
、
ド

イ
ツ
に
渡
り
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク

音
楽
大
学
大
学
院
を
首
席
で
卒

業
。
数
々
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
賞
し
た
実
績
を
誇
り
、
22

年
か
ら
Ｎ
Ｙ
に
拠
点
を
移
し
活

動
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
バ
ッ
ハ
、
ド
ビ
ュ

ッ
シ
ー
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、

ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
ら
の
楽
曲
を

演
奏
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
な
ど

舞
台
を
中
心
に
女
優
と
し
て
活

躍
す
る
リ
ナ
・
ロ
ー
ズ
・
リ
ー

さ
ん
に
よ
る
軽
妙
な
ト
ー
ク
の

Ｍ
Ｃ
や
、
真
っ
暗
闇
な
状
態
か

ら
始
ま
る
第
２
幕
な
ど
、
硬
い

と
思
わ
れ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
に
新
し
い
試
み
を
施

し
、
時
に
力
強
く
時
に
繊
細
な

美
し
い
演
奏
と
相
ま
っ
て
、
会

場
を
楽
し
ま
せ
大
喝
采
を
浴
び

た
。
終
演
後
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、
観
客
と
の
交
流
を

深
め
た
。
松
下
は
、
今
月
10
日

か
ら
、
地
元
大
阪
で
の
凱
旋
公

演
を
予
定
し
て
い
る
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
松
下
愛
美

Ｎ
Ｙ
初
公
演
で
大
喝
采

た
。
同
社
は
利
用
者
の
ア
ン
ケ

ー
ト
回
答
を
基
に
、
室
内
の
ア

メ
ニ
テ
ィ
や
施
設
の
質
、
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
、
空
港

間
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
、
レ
ジ

ャ
ー
設
備
、
価
格
、
総
合
的
な

感
想
な
ど
の
項
目
で
各
ホ
テ
ル

を
評
価
し
た
。

　

か
つ
て
の
ト
ラ
ン
ス
・
ワ
ー

ル
ド
航
空
（
Ｔ
Ｗ
Ａ
）
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
改
装
し
２
０
１
９
年

に
開
業
し
た
同
ホ
テ
ル
は
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
完
成
し
た

１
９
６
０
年
代
の
レ
ト
ロ
モ
ダ

世界ランキングでも3位に

https://minglesoho-ny.com/
https://neuroacuny.com/
https://www.eventbrite.com/e/breakthrough-new-and-rising-japanese-artists--tickets-782085056457?utm-campaign=social&utm-content=attendeeshare&utm-medium=discovery&utm-term=listing&utm-source=cp&aff=ebdsshcopyurl
https://newyork-apartment-realestate.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
https://jaany.org/general-scholarship-application/
tel:212-840-6942
mailto:info@jaany.org
https://www.japanparadenyc.org/
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Ｎ
Ｙ
山
口
県
人
会

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
参
加
者
募
集

　

米
国
日
本
人
医
師
会
（
加
納

麻
紀
会
長
）
は
４
月
26
日
夕
、

イ
エ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
、
同
医
師

会
を
支
援
す
る
日
米
企
業
と
団

体
を
招
待
す
る
第
２
回
感
謝
の

夕
べ
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、

北
米
伊
藤
園
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ
、
フ
ァ
イ
ザ

ー
社
（
１
万
ド
ル
以
上
）、
全

日
空
、
大
和
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ

ー
ケ
ッ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
イ
ン
ク

（
８
０
０
０
ド
ル
以
上
）
な
ど

１
５
０
０
ド
ル
以
上
を
寄
付
し

た
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
が
招
待
さ

若
手
研
修
医
ら

実
り
多
き
体
験

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
山
口
県
人
会

は
５
月
11
日
（
土
）
に
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
で
開
催

さ
れ
る「
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
」

に
初
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
当

日
フ
ロ
ー
ト
と
一
緒
に
歩
く
人

と
水
補
給
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し

て
い
る
。
パ
レ
ー
ド
に
は
、
山

口
市
長
、
祭
囃
子
演
奏
者
も
日

本
か
ら
参
加
す
る
。
山
口
県

人
、
ゆ
か
り
の
人
な
ど
を
歓
迎

す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー
ルshinobunumata120@

gmail.com

（
沼
田
さ
ん
）
ま

で
。
ま
た
、
パ
レ
ー
ド
前
日
の

10
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
は

日
系
人
会
館
に
て
山
口
市
と
の

合
同
懇
親
会
も
あ
る
。

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （26）

　

4
月
28
日
3
つ
の
衆
議
院
補

欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
自
民
党
が

全
敗
し
ま
し
た
。「
政
治
と
カ

ネ
」
に
対
す
る
国
民
の
批
判
が

直
撃
し
た
様
相
で
す
。

昨
年
補
欠
選
挙
の
在
外
投
票
者

数
4
人
！

　

し
か
し
、
海
外
有
権
者
に
と

っ
て
更
に
重
要
な
問
題
は
、
補

欠
選
挙
は
在
外
有
権
者
を
無
視

し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
実
態
で

す
。
今
回
の
在
外
投
票
者
の
人

数
は
ま
だ
不
明
で
す
が
、
昨
年

10
月
の
長
崎
4
区
補
選
の
在
外

投
票
者
数
は
全
世
界
で
わ
ず
か

4
人
で
し
た
！
そ
の
最
大
の
理

由
は
、
在
外
公
館
で
投
票
で
き

る
の
が
水
曜
日
一
日
限
り
で
あ

る
こ
と
で
す
。
今
回
も
情
報
を

提
供
し
て
く
れ
た
海
外
有
権
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｙ
竹
永
浩
之

共
同
代
表
で
す
ら
、
水
曜
日
に

Ｎ
Ｙ
市
郊
外
の
勤
務
先
か
ら
総

領
事
館
に
投
票
に
行
く
の
は
不

可
能
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
改
善
す
る
に
は
以
下

が
考
え
ら
れ
ま
す
。（
１
）
在

外
公
館
投
票
期
間
を
通
常
衆
議

院
選
挙
並
み
に
週
末
を
含
む
最

長
6
日
間
と
す
る
。（
２
）
通

常
選
挙
並
み
に
全
在
外
公
館
で

投
票
を
実
施
。（
全
在
外
公
館

２
３
３
に
対
し
、
今
回
の
補

欠
選
挙
は
１
０
８
公
館
の
み
）

（
３
）
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
導
入
。

（
１
）
と
（
２
）
は
法
改
正
で

な
く
、
運
用
で
実
現
で
き
る
筈

で
あ
り
、
早
急
に
導
入
す
べ
き

で
す
。

在
外
選
挙
人
登
録
へ
の
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
活
用 

　

本
年
5
月
27
日
か
ら
海
外
転

出
者
の
海
外
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
継
続
利
用
と
在
外

公
館
で
の
申
請
・
受
取
が
可
能

と
な
り
ま
す
。(

２
０
１
５
年

10
月
以
降
に
日
本
国
内
で
住
民

登
録
し
た
日
本
国
籍
者)

　

こ
れ
に
よ
り
、
在
外
で
の
選

挙
人
登
録
の
増
大
が
期
待
で
き

ま
す
。
２
０
１
８
年
か
ら
出
国

時
に
選
挙
人
登
録
申
請
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
が
、
登
録
者
は

増
え
て
い
ま
せ
ん
。
国
や
自
治

体
の
意
思
と
公
報
不
足
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、竹
永
浩
之
さ
ん
は
、

海
外
転
出
届
時
の
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ブ
ル
で
の
自
動
登
録
か
、
自

身
で
の
ネ
ッ
ト
登
録
申
請
を
行

う
こ
と
に
よ
る
選
挙
人
登
録
と

い
う
具
体
案
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
こ
れ
は
国
や
自

治
体
の
多
大
な
負
担
減
と
な
り

ま
す
。
在
外
選
挙
人
登
録
制
度

の
改
正
が
望
ま
れ
ま
す
。

在
外
ネ
ッ
ト
投
票
導
入
が
必
要

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
補

欠
選
挙
は
在
外
有
権
者
の
投
票

を
無
視
し
て
い
る
実
態
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
通
常
の
国
政

選
挙
で
も
約
１
０
０
万
人
の
在

外
邦
人
で
約
2
万
人
し
か
投
票

で
き
な
い
の
が
実
態
で
す
。
郵

便
投
票
な
ど
が
試
行
さ
れ
ま
し

た
が
効
果
は
乏
し
く
、
在
外
有

権
者
に
は
ネ
ッ
ト
投
票
し
か
改

善
の
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ

そ
導
入
す
る
時
で
す
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

補
欠
選
挙
は在

外
有
権
者
を
無
視

れ
た
。
ま
た
、
同
医
師
会
が
東

日
本
大
震
災
後
続
け
て
い
る
東

北
地
方
の
若
手
研
修
医
を
招
い

て
１
週
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

医
療
機
関
で
研
修
体
験
さ
せ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
帰
国

前
の
研
修
医
も
参
加
し
た
。

　

宮
城
県
か
ら
参
加
し
た
伊
藤

美
和
さ
ん
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
医
療
機
関
３
か
所
に
行
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
社
会
背
景
や

異
な
る
患
者
層
が
あ
っ
て
、
多

角
的
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
医
療

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本

の
場
合
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
違

っ
て
高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
若
く
て
我
々

が
普
段
見
て
い
る
患
者
層
と
は

ま
っ
た
く
違
っ
た
。
そ
う
い
っ

た
面
も
含
め
て
日
本
の
将
来
の

医
療
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
き

っ
か
け
と
も
な
っ
た
」
と
体
験

を
振
り
返
っ
た
。

　

今
回
の
第
17
回
短
期
海
外
研

修
参
加
者
は
次
の
通
り
。
宮
城

県
（
17
回
目
）
か
ら
伊
藤
美
和

さ
ん
（
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
）、

高
橋
空
さ
ん
（
仙
台
市
立
病

院
）、
古
川
治
奈
さ
ん
（
み
や

ぎ
県
南
中
核
病
院
）
の
３
人
と

引
率
の
石
井
正
さ
ん
（
東
北
大

学
病
院
）、阿
部
倫
明
さ
ん
（
東

北
大
学
病
院
）。
福
島
県
（
13

回
目
）か
ら
豊
福
智
美
さ
ん（
会

津
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
病
院
）、

内
山
由
美
子
ダ
ー
リ
ヤ
さ
ん

（
福
島
県
立
医
科
大
学
附
属
病

院
）
の
２
人
と
引
率
の
大
谷
晃

司
さ
ん
（
福
島
県
立
医
科
大
学

附
属
病
院
）。岩
手
県（
９
回
目
）

か
ら
須
藤
佑
梨
さ
ん
（
岩
手
県

立
胆
沢
病
院
）、
長
田
昴
祐
さ

ん
（
岩
手
県
立
宮
古
病
院
）
の

２
人
と
引
率
の
鈴
木
悠
地
さ
ん

（
岩
手
医
科
大
学
病
院
）、
石
亀

慎
也
さ
ん
（
町
立
西
和
賀
さ
わ

う
ち
病
院
）。

米国日本人医師会
毎年招き支援

東
北
３
県
か
ら
来
米

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
全
国

県
人
会
の
集
ま
り
で
あ
る
合
同

県
人
会
の
春
の
食
事
会
が
、
26

日
夕
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で
開
催

さ
れ
、
17
団
体
23
人
が
参
加
し

た
。
こ
の
合
同
県
人
会
は
、
各

県
人
会
お
よ
び
団
体
の
代
表
者

や
事
務
局
担
当
者
な
ど
が
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
団
体
相
互
の
親

睦
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
連
携
を
強

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

（
現
在
、
44
団
体
が
加
盟
）。  

　

意
見
交
換
会
で
は
、
ジ
ャ
パ

ン
パ
レ
ー
ド
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
県

人
会
の
意
見
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
合
同
県
人
会
と
し
て
運

営
協
議
会
に
お
い
て
発
言
の
で

き
る
場
を
作
っ
て
欲
し
い
と
い

う
意
見
が
出
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
各
県
人
会
で
は
、
メ
ン
バ

ー
の
参
加
者
数
が
少
な
く
な

り
、
今
後
の
運
営
に
不
安
を
抱

え
て
い
る
団
体
が
多
く
あ
り
、

会
の
若
返
り
と
活
性
化
を
望
ん

で
い
る
代
表
者
も
多
い
。 

　

幹
事
の
松
浦
玲
子
さ
ん
（
青

森
）
と
木
下
信
義
さ
ん
（
長
崎
）

は
、
今
秋
、
合
同
県
人
会
主
催

で
「
合
同
県
人
会
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
、郷
土
の
食
や
県
産
品
・

工
芸
品
、
更
に
文
化
な
ど
を
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
々
へ
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
と
述
べ
た
。
す
で
に

青
森
県
と
長
崎
県
は
参
加
を
表

明
し
、
ほ
か
に
２
〜
３
団
体
の

参
加
呼
び
か
け
も
始
ま
っ
た
。

更
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
卒

業
し
た
同
窓
会
と
も
連
携
し
て

相
互
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
共
有

と
交
流
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
各
県
人
会
の
代
表
の
皆
さ
ん

NY 合同県人会

春の食事会を開催
17団体が参加

　

衆
議
院
補
欠
選
挙
の
在
外
投

票
が
４
月
17
日
に
実
施
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館

で
投
票
し
た
の
は
６
人
だ
っ

た
。
４
月
30
日
同
館
が
明
ら
か

に
し
た
。

補
欠
選
挙
Ｎ
Ｙ
で
の
投
票
者
６
人

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
mailto:shinobunumata120@gmail.com


（5）　　 ［社　会］ 2024年（令和 6年）5月 4日（土）

　

第
３
回
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
」
が
５
月
11
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
る
。
同
イ
ベ
ン
ト
を
主

催
す
る
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
・
イ
ン

ク
（
社
長
兼
会
長
・
山
口
幸
一

双
日
株
式
会
社
専
務
執
行
役
員

兼
米
州
総
支
配
人
、名
誉
会
長
・

森
美
樹
夫
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
大
使
、

事
務
局
長
・
吉
井
久
美
子
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
社
長
）
が
４
月
26
日
記
者
会

見
と
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を

総
領
事
公
邸
で
開
催
し
た
（
１

面
に
記
事
）。
質
疑
応
答
で
、

昨
年
の
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
後

に
、
補
習
校
保
護
者
か
ら
上
が

っ
た
日
曜
日
開
催
へ
の
見
直
し

が
で
き
な
か
っ
た
理
由
と
、
日

本
か
ら
呼
ぶ
ア
ニ
メ
の
人
気
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
鬼
滅
の
刃
を
補

習
授
業
校
児
童
が
少
し
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
同
グ
ル
ー
プ
の
行

進
開
始
時
刻
を
調
整
し
て
は
ど

う
か
と
の
本
紙
の
質
問
に
対
し

て
、
吉
井
事
務
局
長
が
「
残
念

な
が
ら
す
べ
て
の
人
を
喜
ば
せ

「鬼滅の刃」見たいけど・・・

日
本
人
児
童
の
心
配

土
曜
日
開
催
の
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

　

昨
年
の
パ
レ
ー
ド
開
催
後
、

補
習
授
業
校
に
子
供
を
通
わ
せ

る
保
護
者
の
武
田
秀
俊
さ
ん

（
会
社
経
営
）
は
、
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
た
。「
補
習
校
の

子
供
た
ち
と
そ
の
親
た
ち
は
、

日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い

て
あ
る
一
定
の
規
模
を
占
め
て

い
る
。
日
本
で
は
で
き
な
い
経

験
を
す
る
、 

海
外
に
お
け
る
日

本
の
位
置
づ
け
を
知
る
、
つ
ま

り
日
本
を
相
対
的
に
見
る
力
を

つ
け
る
、
現
地
校
に
お
い
て
日

本
を
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る

と
い
っ
た
教
育
的
観
点
か
ら

も
、
今
後
の
国
際
交
流
を
担
う

子
供
た
ち
に
早
く
か
ら
、
そ
の

よ
う
な
体
験
を
、
こ
れ
ほ
ど
の

規
模
で
経
験
す
る
機
会
は
非
常

に
貴
重
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ジ

ャ
パ
ン
デ
ー
は
も
と
も
と
日
曜

開
催
だ
っ
た
の
が
土
曜
に
変
更

さ
れ
た
理
由
が
あ
る
の
だ
と
思

う
が
、来
年
以
降
に
関
し
て
は
、

で
き
れ
ば
補
習
校
の
子
供
た
ち

も
参
加
で
き
る
形
に
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
よ
り
よ
い
イ
ベ
ン
ト

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

に
は
約
６
０
０
人
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
に
は
約

４
０
０
人
、
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

の
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
に
約

５
０
０
人
、
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

日
本
人
学
校
の
土
曜
課
程
に
約

１
５
０
人
の
児
童
生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
土

曜
日
に
授
業
を
し
て
い
る
日
系

の
学
校
は
多
い
。（
数
字
は
本

紙
２
０
２
３
年
５
月
20
日
号
既

報
現
在
）

補
習
校
に
通
う
児
童

置
き
去
り
に
す
る
な

　

昨
年
破
産
宣
告
を
受
け
た
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
「
ラ

イ
ト
エ
イ
ド
」
の
店
舗
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
さ
ら
に
閉

鎖
さ
れ
る
。
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
店

舗
（
東
１
８
３
丁
目
５
９
２
番

地
）
と
ク
イ
ー
ン
ズ
の
店
舗

（218-35 Hempstead Ave.

）

ど
ち
ら
も
今
年
中
に
閉
鎖
さ
れ

る
予
定
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
店
舗
（960 Halsey St. in 

Bedford-Stuyvesant

）
も
5

月
19
日
ま
で
に
閉
店
す
る
こ
と

が
報
じ
ら
れ
た
。

　

昨
年
10
月
、
破
産
宣
告
を
受

け
た
ラ
イ
ト
エ
イ
ド
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
店
舗
の
閉
鎖
を

発
表
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
以
外

に
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
全
体

で
さ
ら
に
13
店
舗
が
閉
鎖
さ
れ

る
。
Ａ
Ｐ
通
信
に
よ
る
と
、
ラ

イ
ト
エ
イ
ド
が
提
出
し
た
書
類

に
は
、
２
０
２
３
年
度
の
上
半

期
に
約
13
億
ド
ル
の
損
失
が
出

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
社
の

首
脳
陣
は
、
経
営
不
振
に
陥
っ

て
い
る
小
売
チ
ェ
ー
ン
の
運
命

を
店
舗
内
で
の
盗
難
や
商
品
価

格
の
高
騰
の
せ
い
に
し
て
い
る

が
、
オ
ピ
オ
イ
ド
蔓
延
の
永
続

化
に
同
社
が
関
与
し
て
い
る
と

し
て
、
同
社
を
標
的
に
し
た
複

数
の
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
て
い

る
。
昨
年
末
ま
で
に
、
ラ
イ
ト

エ
イ
ド
は
鎮
痛
剤
に
関
連
す
る

１
０
０
０
件
以
上
の
訴
訟
に
直

面
し
て
お
り
、
２
０
２
３
年
3

月
に
は
オ
ハ
イ
オ
州
北
部
地
区

か
ら
、
ラ
イ
ト
エ
イ
ド
が
処
方

す
べ
き
で
な
い
多
く
の
オ
ピ
オ

イ
ド
処
方
を
行
っ
た
と
し
て
連

邦
検
察
が
同
社
を
訴
え
た
と
い

う
不
利
な
訴
訟
も
起
き
て
い

る
。

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
受
難

Ｎ
Ｙ
で
閉
店
相
次
ぐ

る
こ
と
は
で
き
な
い
」と
述
べ
、

「
昨
年
の
記
事
が
出
た
あ
と
各

補
習
授
業
校
に
直
接
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
土
曜
日
の
開
催
で
も

全
く
差
し
支
え
は
な
い
と
い
う

回
答
だ
っ
た
。
日
曜
日
の
母
の

日
に
開
催
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
声
も
か
ね
て
か
ら
あ
っ
た
。

本
番
で
パ
レ
ー
ド
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動

画
な
ど
で
後
で
見
る
こ
と
は
で

き
る
」
な
ど
と
述
べ
た
。
ま
た

鬼
滅
の
刃
の
行
進
開
始
時
間
に

つ
い
て
補
習
校
の
下
校
時
間
を

配
慮
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
言
及
せ
ず
「
行
進
順
番
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と
述

べ
る
に
止
ま
っ
た
。
た
だ
山
口

会
長
は
記
者
会
見
後
、「
で
き

る
だ
け
調
整
し
た
い
」
と
述
べ

た
。
Ｎ
Ｙ
補
習
校
幼
初
等
部
の

下
校
時
刻
は
12
時
50
分
だ
。

　

擁
護
団
体
ス
ト
リ
ー
ト
・
ベ

ン
ダ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

５
月
４
日
（
土
）
か
ら
17
日

（
金
）
ま
で
、
ベ
ン
ダ
ー
事
業

を
市
民
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
市
全
域
を
対
象
に
し

た
大
規
模
な
借
り
物
競
争
を

開
催
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
方
法
は
、
10
人
ま
で
の
グ

ル
ー
プ
を
組
み
公
式
サ
イ
ト

（https://svp.urbanjustice.
org/scavengerhunt2024/

）

か
ら
登
録
す
る
。
同
団
体
に
登

録
し
て
い
る
２
９
０
０
件
以
上

の
屋
台
主
の
う
ち
95
％
は
移
民

の
た
め
（
メ
キ
シ
コ
人
25
％
、

エ
ク
ア
ド
ル
人
20
％
、
セ
ネ
ガ

ル
人
15
％
、
エ
ジ
プ
ト
人
14

％
）、
言
語
面
の
支
援
も
行
っ

て
い
る
。

記者会見する左から吉井事務局長、森名誉会長、山口会長
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
４
月

28
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で

同
月
25
日
か
ら
27
日
に
か
け
て

強
盗
事
件
２
件
、
強
盗
未
遂
事

件
１
件
、
大
規
模
窃
盗
事
件
４

件
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る

と
発
表
し
た
。

　

先
月
25
日
、
西
97
丁
目
近
く

の
ウ
エ
ス
ト
ド
ラ
イ
ブ
で
28
歳

の
女
性
が
顔
を
殴
ら
れ
携
帯
電

話
と
財
布
を
盗
ま
れ
た
。
26
日

は
東
１
０
９
丁
目
近
く
の
イ
ー

ス
ト
ド
ラ
イ
ブ
で
男
２
人
が
25

歳
の
男
性
の
携
帯
電
話
を
盗
も

う
と
し
て
失
敗
し
た
と
い
う
。

こ
の
日
は
ま
た
、
東
59
丁
目
近

く
の
イ
ー
ス
ト
ド
ラ
イ
ブ
で
41

歳
の
男
性
が
集
団
に
銃
を
突
き

つ
け
ら
れ
携
帯
電
話
と
財
布
を

盗
ま
れ
た
。
男
性
は
負
傷
し
近

く
の
病
院
に
運
ば
れ
た
。
27
日

に
は
、
イ
ー
ス
ト
ド
ラ
イ
ブ
と

東
74
丁
目
付
近
で
46
歳
の
男
性

が
カ
メ
ラ
機
材
の
入
っ
た
バ
ッ

グ
を
盗
ま
れ
た
。
４
件
と
も
容

疑
者
は
逮
捕
さ
れ
て
い
な
い
。

警
察
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
１

月
〜
４
月
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
で
報
告
さ
れ
た
強
盗
事
件
は

10
件
で
、
昨
年
の
同
時
期
の
２

件
に
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し

た
。
今
月
初
め
に
は
、
男
性
が

ハ
ン
マ
ー
で
女
性
を
暴
行
す
る

事
件
が
発
生
し
た
。
最
近
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
全
域
で
女
性
に
対

す
る
暴
力
事
件
の
報
告
が
増
え

て
い
る
。

警
察
が
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
犯
罪
が
急
増

屋
台
の
９
割
移
民
が
経
営

事
業
支
援
イ
ベ
ン
ト
開
催

https://www.fivelightscenter.com/
https://nyaikikai.com/
http://myriverside.net/home
https://www.hondag.com
http://www.yamagatadental.net/
https://svp.urbanjustice.org/scavengerhunt2024/
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Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

122

　
「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

う
ち
で
は
給
与
計
算
を
ク
ラ
ウ

ド
ベ
ー
ス
の
給
与
計
算
会
社
を

使
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
が
、
う
ち

の
会
社
の
監
査
人
か
ら
、
そ
の

会
社
の
Ｓ
Ｏ
Ｃ
レ
ポ
ー
ト
を
出

し
て
も
ら
う
よ
う
に
言
わ
れ
た

ん
じ
ゃ
。
一
体
、
Ｓ
Ｏ
Ｃ
レ
ポ

ー
ト
と
は
何
じ
ゃ
？
」
会
社
社

長
の
鬣
（
た
て
が
み
）
が
お
も

む
ろ
に
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や
け
ん

き
ち
；
通
称
、
譲
謙
）
に
聞

い
た
。「
そ
れ
はSystem & 

Organization Controls 

（
Ｓ

Ｏ
Ｃ
）
レ
ポ
ー
ト
の
こ
と
で
す

ね
」「
な
ん
じ
ゃ
そ
れ
は
？
」「
Ａ

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
米
国
公
認
会
計
士

協
会
）
の
基
準
に
従
い
発
行
さ

れ
る
レ
ポ
ー
ト
で
、
外
部
委
託

先
の
内
部
統
制
に
関
す
る
レ
ポ

ー
ト
で
す
」「
な
ん
で
、
そ
ん

Ｓ
Ｏ
Ｃ
レ
ポ
ー
ト
と
は

な
も
の
が
重
要
な
ん
じ
ゃ
？
」

「
最
近
の
世
の
中
は
、
ど
ん
ど

ん
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
で
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
が
、
そ
の
理
由
で
す
」「
ク

ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
は
、
導
入
も
早

い
し
、
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス

で
き
る
し
、
コ
ス
ト
も
安
く

て
、
使
い
方
も
簡
単
、
常
に
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
も
し
て
お
い
て
く

れ
る
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で

は
、
な
く
て
は
な
ら
ん
存
在
に

な
っ
て
お
る
の
ぉ
」「
そ
う
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
会
計
士
に

と
っ
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス

へ
の
移
行
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

や
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
が
最
重
要
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
」「
ど
ん
な
も
の

が
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
あ
る
の
じ
ゃ
？
」

「
会
計
に
関
係
す
る
も
の
で
言

い
ま
す
と
、
確
認
の
実
施
を

し
て
く
れ
るConfi rmation.

com

、
請
求
書
関
係
だ
と

Bill.com

、
顧
客
関
係
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、Zoho

やSalesForce.com

、ERP

で
あ
れ
ば
、QuickBooks 

Online

やNetsuite

な
ど
、

Payroll

だ
とADPOnline

、

Sales Tax

な

らAvalara

、

Document management

な

らDropbox

、Tax

な
らCCH

Axcess

な
ど
多
種
多
様
で

す
。
そ
れ
ら
はService 

Organization

と
よ
ば
れ
ま

す
」「
ほ
う
、
た
く
さ
ん
あ
る

の
う
」「
多
く
の
会
社
が
、
い

ろ
い
ろ
な
業
務
を
ク
ラ
ウ
ド
ベ

ー
ス
で
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
顧
客
の
業

務
を
効
率
的
に
し
、
か
つ
、
収

益
力
を
高
め
て
い
っ
て
い
ま

す
」「
じ
ゃ
が
、
そ
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
し
て
い
る
会
社
が

ち
ゃ
ん
と
し
て
い
な
い
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
な
」「
そ
う

な
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
Ｓ
Ｏ

Ｃ （Service & Organization 
Controls

）Reports

と
い
う

も
の
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
」「
そ
れ
に
は
、
い
く
つ
か

種
類
が
あ
る
の
か
？
」「
は
い
、

Ｓ
Ｏ
Ｃ
１
、２
＆
3
が
あ
り
ま

す
。
Ｓ
Ｏ
Ｃ
１
は
財
務
諸
表
の

監
査
の
た
め
に
発
行
さ
れ
る
レ

ポ
ー
ト
で
、
主
に
サ
ー
ビ
ス
会

社
の
財
務
報
告
の
内
部
統
制
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
に
な
り
ま

す
。
配
布
先
は
監
査
人
な
ど
に

限
定
さ
れ
ま
す
」「
じ
ゃ
、
Ｓ

Ｏ
Ｃ
２
と
Ｓ
Ｏ
Ｃ
3
は
な
ん
じ

ゃ
？
」「
Ｓ
Ｏ
Ｃ
２
は
企
業
情

報
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
内
部

統
制
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

で
、
配
布
先
は
監
査
人
や
特
定

の
パ
ー
テ
ィ
に
限
定
さ
れ
ま

す
。Due Diligence

な
ど
に

も
使
用
さ
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｃ
３

も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

で
す
が
、
詳
細
な
内
容
の
記
載

は
必
要
な
く
、
主
に
サ
ー
ビ
ス

会
社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
目
的

に
使
用
さ
れ
ま
す
。
配
布
先
に

限
定
は
あ
り
ま
せ
ん
」「
ふ
む

ふ
む
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
あ
る

な
。
勉
強
に
な
っ
た
。
あ
り
が

と
う
」

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：

齊
藤
幸
喜

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
ま
で
水

素
吸
引
や
水
素
風
呂
に
触
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
水
素
水

の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
掲
載

さ
れ
た
水
素
水
に
関
す
る
記
事

を
目
に
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

で
も
、
日
本
と
同
様
に
、
水
素

水
が
水
素
健
康
法
の
中
で
最
も

広
ま
り
や
す
い
手
段
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
水
素
が
最
小
の
分
子
で
あ

る
た
め
、
水
素
が
含
ま
れ
た
水

を
き
ち
ん
と
摂
取
で
き
て
い
る

の
か
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
10

年
前
に
日
本
で
起
こ
っ
た
水
素

ブ
ー
ム
で
は
、
水
素
が
含
ま
れ

て
い
な
い
製
品
が
あ
り
、
水
素

に
対
す
る
誤
解
が
広
が
り
ま
し

た
が
、
水
素
自
体
の
効
果
は
確

か
で
す
。
そ
の
た
め
、
ど
う
や

っ
て
水
素
を
水
に
保
持
す
る
か

の
研
究
が
進
み
、
現
在
で
は
90

％
の
水
素
が
７
日
間
保
持
で
き

る
パ
ッ
ク
な
ど
も
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

水
素
水
の
製
造
機
を
購
入
す

る
際
は
、
そ
の
生
成
方
式
や
、

ど
れ
く
ら
い
の
濃
度
の
水
素
が

生
成
さ
れ
る
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
水
素
濃
度
は

「ppm

（parts per million

）」

で
表
示
さ
れ
、
１
ｐ
ｐ
ｍ
は
１

リ
ッ
ト
ル
の
水
に
１
ミ
リ
グ
ラ

ム
の
水
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。現
在
で
は
、

10
ｐ
ｐ
ｍ
と
い
う
超
高
濃
度
の

水
素
水
を
生
成
で
き
る
機
器
も

あ
り
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
に
は
、
日
本
医

科
大
学
の
太
田
成
男
教
授
ら
に

よ
る
水
素
の
医
学
的
効
果
に
関

す
る
研
究
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
メ
デ

ィ
シ
ン
に
発
表
さ
れ
、
そ
の
後

も
国
内
外
で
多
く
の
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
美
容
や
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
分
野
で
も

水
素
の
効
果
が
注
目
さ
れ
て
お

り
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
構
築
、
セ

ル
ラ
イ
ト
や
メ
ラ
ニ
ン
生
成
の

抑
制
、
美
白
効
果
に
つ
い
て
の

研
究
結
果
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

水
素
水
に
つ
い
て
の
最
新
の

研
究
や
情
報
は
、
美
容
と
健
康

を
追
求
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て

非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
す
。

こ
の
小
さ
な
分
子
が
私
た
ち
の

生
活
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与

え
る
か
、
今
後
も
さ
ら
に
探
求

し
て
い
く
価
値
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
６
）「
水
素
水
」
は
濃
度
の
確
認
が
大
切

　

イ
ェ
ー
ル
大
学
や
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
大
学
、
テ
キ
サ
ス
大
学
な

ど
全
米
各
地
の
大
学
で
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
を
非
難
す
る

学
生
ら
に
よ
る
抗
議
活
動
が
依

然
と
し
て
続
い
て
お
り
、
構
内

に
野
営
し
て
抗
議
活
動
を
続
け

る
学
生
を
排
除
し
よ
う
と
し
て

各
地
で
逮
捕
者
が
続
出
。
ベ
ト

ナ
ム
反
戦
運
動
以
来
の
大
き
な

学
生
運
動
と
な
っ
て
い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
で
は
４
月
29
日
、

大
学
に
対
し
イ
ス
ラ
エ
ル
に
武

器
を
売
却
し
て
い
る
企
業
な
ど

へ
の
投
資
引
き
揚
げ
を
退
去
の

条
件
に
挙
げ
て
い
た
が
、
大
学

側
は
29
日
、「
引
き
揚
げ
は
し

な
い
」
と
こ
れ
を
拒
否
。
す
で

に
授
業
は
リ
モ
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
６
月
の
卒
業
式

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。　

　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
侵

攻
が
始
ま
っ
た
昨
年
10
月
以

来
、
各
地
の
大
学
で
は
イ
ス
ラ

エ
ル
に
抗
議
す
る
デ
モ
が
行
わ

れ
て
い
た
が
、
今
回
の
広
が
り

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
の「
ガ
ザ
連
帯
」

キ
ャ
ン
プ
。
18
日
に
構
内
に
設

置
さ
れ
た
テ
ン
ト
を
警
官
隊
が

強
制
撤
去
す
る
際
、
１
０
０
人

以
上
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
各
地
の
大
学
で
親
パ
レ
ス

チ
ナ
の
学
生
た
ち
に
よ
る
キ
ャ

ン
プ
設
営
が
広
が
っ
た
。
22
日

に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
親

パ
レ
ス
チ
ナ
の
抗
議
デ
モ
を
行

っ
て
い
た
学
生
ら
１
３
０
人
あ

ま
り
が
不
法
侵
入
の
疑
い
な
ど

で
拘
束
さ
れ
た
。

　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
あ
る
イ

ェ
ー
ル
大
学
で
も
同
日
、
退
去

命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て

45
人
が
逮
捕
さ
れ
、
不
法
侵
入

で
起
訴
さ
れ
た
。
さ
ら
に
テ
キ

サ
ス
大
学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
で

も
同
日
、
抗
議
者
34
人
が
立
ち

退
き
に
応
じ
な
か
っ
た
と
し
て

逮
捕
さ
れ
た
。

　

３
月
22
日
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
を
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

の
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知
事

は
「
学
生
た
ち
が
お
び
え
て
い

る
」
と
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

に
書
き
込
ん
だ
。　

抗
議
活
動

は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
イ
ェ
ー

ル
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、

ブ
ラ
ウ
ン
大
学
な
ど
の
ア
イ
ビ

ー
リ
ー
グ
は
じ
め
、
エ
マ
ー
ソ

ン
大
学
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
な
ど
北
東
部
を

中
心
に
、
首
都
圏
の
バ
ー
ジ
ニ

ア
工
科
大
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
、
そ
し
て
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
、
オ
ハ
イ
オ

州
立
大
学
と
広
が
っ
て
お
り
、

西
部
で
は
南
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
な
ど
で
活
発
と

な
っ
て
い
る
。
保
守
層
が
多
い

と
さ
れ
る
南
部
で
も
広
が
っ
て

お
り
、
逮
捕
者
が
出
た
テ
キ
サ

ス
大
学
の
ほ
か
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア

州
に
あ
る
エ
モ
リ
ー
大
学
で
は

25
日
、
校
内
に
テ
ン
ト
を
設
置

し
た
学
生
た
ち
に
対
し
ゴ
ム
弾

と
催
涙
ガ
ス
を
使
用
、
少
な
く

と
も
28
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
警

察
の
暴
力
的
な
取
り
締
ま
り
に

批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
。

学
生
抗
議
デ
モ

全
米
に
拡
大
へ

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
以
来
の
学
生
運
動
に

警
察
の
暴
力
的
な

取
り
締
ま
り
批
判

http://www.jeiny.org/
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
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バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
は
本
人
の

許
可
な
く
出
来
ま
す
か
？  （
そ
の
１
）

クイックUSA

170

知
る
人
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
含
む
）
を
含
む
場
合
、
雇
用

主
は
追
加
の
開
示
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
こ
の
開
示
で
は
、
調

査
の
性
質
と
範
囲
に
つ
い
て
応

募
者
ま
た
は
従
業
員
に
通
知
す

る
必
要
が
あ
る
。

医
療
情
報
に
関
す
る
開
示
：
仕

事
が
医
療
情
報
の
収
集
を
必
要

と
す
る
場
合
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
雇
用
主
は
こ
れ
に
対
す
る

特
定
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
障
害
者
法
（
Ａ

Ｄ
Ａ
）
お
よ
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
医
療
情
報
保
護
法
（
Ｃ
Ｍ
Ｉ

Ａ
）
を
含
む
連
邦
法
お
よ
び
州

法
に
準
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ａ
に
基
づ
く
権
利
の
概

要
：
署
名
を
必
要
と
し
な
い

が
、
第
三
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
す
る
場
合

に
は
、
公
正
信
用
報
告
法
（
Ｆ

Ｃ
Ｒ
Ａ
）
に
基
づ
く
応
募
者
の

権
利
の
概
要
を
提
供
す
る
の
が

最
善
の
方
法
で
あ
り
、
連
邦
法

に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
。

州
特
有
の
通
知
：
状
況
に
応
じ

て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の

下
で
要
求
さ
れ
る
追
加
の
州
特

有
の
通
知
や
開
示
が
あ
る
場

合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
調
査
型
消
費
者
報
告

機
関
法
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ａ
）
や
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
消
費
者
信
用
報

告
機
関
法
（
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ａ
）
に

関
連
す
る
通
知
な
ど
が
含
ま
れ

る
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
背
景
調

査
を
行
う
前
に
提
供
さ
れ
、
同

意
を
得
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
の

結
果
に
基
づ
い
て
不
利
な
措
置

（
例
え
ば
、
応
募
者
を
雇
用
し

な
い
）
を
取
る
場
合
、
Ｆ
Ｃ
Ｒ

Ａ
お
よ
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
法

の
下
で
追
加
の
手
続
き
と
通
知

が
必
要
に
な
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
手
続
き
に
つ
い
て
は

下
記
に
て
詳
細
を
ご
説
明
し
た

い
。

　QUICK USA　
ハ
・
タ
・
ラ
・

ク
の
下
記
の
記
事
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
多
く
の
州
で

「
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
」
を
提

供
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
拡
大

し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
特
定
の
犯
罪
歴

を
封
印
し
社
会
復
帰
を
促
進
す

る
「
ク
リ
ー
ン
・
ス
レ
ー
ト
法
」

（
白
紙
に
戻
す
法
）
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

https://919usanews.com/
clean-straight-2024/

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

山
口 

憲
和, MBA, 

SHRM-SCP　

Philosophy LLC President
www.919usa.com

自
動
的
に
返
金
に

航
空
会
社
に
迅
速
サ
ー
ビ
ス
求
め
る

Spoiler Candidate  「壊し屋」候補者
　　　　　　　　　 今年のアメリカ大統領選挙は、民主党の現職バイデン大統領と共和党の前大統領トラン

プ氏の一騎打ちになることがほぼ確実です。その選挙報道の中でよく出てくる言葉、Spoiler 
Candidate は、当選の見込みはないが有力候補から票を奪い、戦況を左右しうる候補者を意
味します。Spoil とは壊す、ダメにするという意味です。過去の大統領選挙において、Spoiler 
Candidate が最終的な結果に影響を与えたことが幾度もありました。（ちなみに、いわゆる泡

沫候補はFringe Candidate と言います）
　メディアが注目しているのがロバート・ケネディ・ジュニア氏の動向です。リベラル派を代表したケネディ元司
法長官の息子で、ずっと民主党員でしたが、今は Independent Candidate（独立候補者）として、大統領選に出馬し
ています。このケネディ氏がバイデン大統領の票を奪う Spoiler Candidate になるのではないかと民主党は恐れてい
ます。同じ懸念を抱くケネディ一族の殆どは、このケネディ氏の出馬に反対し、バイデン氏を強力に支持しています。
　ケネディ氏はトランプ前大統領にとっても Spoiler Candidate となる可能性があると、指摘する専門家もいます。
共和党員の中にも、Never-Trumper というトランプ反対派が存在し、ケネディ氏が彼らの受け皿になりうるからです。
 　また、バイデン氏もトランプ氏も嫌いだというDouble Hater という人達が相当数いると言われています。Spoiler 
Candidate のケネディ氏や他の独立候補者が、選挙結果にどのような影響を与えるのか・・・大統領選挙の行方は混
沌としているという他ありません。（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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今
回
い
た
だ
い
た
質
問
は

「
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク

は
本
人
の
許
可
な
く
出
来
ま
す

か
？
」
と
い
う
質
問
だ
。
今
回

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
例
を

と
っ
て
回
答
し
て
い
き
た
い
。

端
的
に
申
し
上
げ
る
と
、
本
人

航空便の
欠航や遅延
米運輸省が発表

　

米
運
輸
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）
は
４

月
24
日
、
航
空
便
が
欠
航
ま
た

は
大
幅
に
遅
れ
た
場
合
、
航
空

券
に
支
払
っ
た
料
金
は
自
動
的

に
返
金
さ
れ
る
、
と
い
う
新
た

な
規
定
を
発
表
し
た
。

　

欠
航
や
遅
延
な
ど
の
補
償
は

各
航
空
会
社
が
策
定
し
て
お

り
、
欠
航
や
変
更
が
一
時
的
に

急
増
し
た
場
合
は
特
に
航
空
会

社
の
対
応
が
不
親
切
と
な
り
、

利
用
者
は
払
戻
の
権
利
や
制
度

に
納
得
が
で
き
な
い
ま
ま
の
ケ

ー
ス
が
多
い
。
新
た
な
規
定
で

返
金
と
な
る
条
件
は
、
国
内
線

は
最
低
３
時
間
の
遅
延
、
国
際

線
は
最
低
６
時
間
の
遅
延
で
、

搭
乗
可
能
な
別
の
便
に
変
更
、

ま
た
は
ト
ラ
ベ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
代
替
を
受
け
な
か
っ
た
場
合

と
し
て
い
る
。
受
託
手
荷
物
の

到
着
の
遅
れ
に
関
し
て
は
、
利

用
者
の
手
元
に
届
く
ま
で
国
内

線
で
は
到
着
12
時
間
以
上
、
国

際
線
で
は
飛
行
時
間
に
よ
っ
て

15
〜
30
時
間
以
上
か
か
っ
た
場

合
が
対
象
と
な
る
。

　

ま
たW

iFi

利
用
や
座
席
指

定
、
機
内
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
な
ど
に
事
前
に
追
加
料
金
を

支
払
っ
て
い
た
場
合
も
、
返
金

対
象
と
な
る
。
ピ
ー
タ
ー
・
ブ

テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
同
省
長
官
は
声

明
で
「
利
用
者
は
、
頭
痛
や
論

争
に
至
る
こ
と
な
く
速
や
か
に

返
金
を
受
け
る
べ
き
だ
」
と
伝

え
て
い
る
。
各
航
空
会
社
は
猶

予
期
間
６
〜
12
か
月
を
経
て
同

規
定
を
施
行
す
る
。

　

米
農
務
省
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
は

４
月
24
日
、
全
国
的
な
栄
養
基

準
の
改
善
に
伴
い
、
学
校
給
食

の
糖
含
量
を
減
ら
す
こ
と
を
発

表
し
た
。
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
砂

糖
や
シ
ロ
ッ
プ
の
含
量
を
制
限

す
る
の
は
、
同
省
に
と
っ
て
は

初
め
て
の
試
み
と
な
る
。

　

米
心
臓
協
会
は
「
余
分
な
添

加
糖
分
は
、
栄
養
素
は
ゼ
ロ
で

余
計
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
と
な

り
、
体
重
増
加
だ
け
で
な
く
心

臓
の
健
康
を
損
な
う
こ
と
に
な

る
」
と
し
て
、
特
に
学
校
の
朝

食
メ
ニ
ュ
ー
の
糖
含
量
を
問
題

視
し
て
い
る
。

　

米
国
内
の
Ｋ
12
（PreK
〜

高
校
）
に
通
う
約
３
０
０
０
万

人
が
、
学
校
の
朝
食
と
昼
食
で

基
本
的
な
栄
養
素
を
摂
取
し
て

い
る
。
定
番
の
乳
性
飲
料
の
フ

レ
ー
バ
ー
ミ
ル
ク
は
、
カ
ル
シ

ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
カ
リ
ウ

ム
な
ど
必
要
栄
養
素
を
含
む

が
、
糖
分
は
制
限
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

学
校
給
食
の
糖
分
を
制
限

米
農
務
省
が
全
米
で
初
め
て
の
試
み

の
許
可
が
な
い
と
バ
ッ
ク
グ
ラ

ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
は
行
う
こ
と
は

出
来
な
い
。
採
用
の
条
件
付
き

オ
フ
ァ
ー
を
発
行
し
た
上
で
、

下
記
の
書
類
を
候
補
者
に
渡

し
、必
要
な
署
名
を
得
た
後
で
、

初
め
て
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ

ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。

　

書
類
と
し
て
は
下
記
の
内
容

の
も
の
を
準
備
す
る
必
要
が
あ

る
。

求
人
広
告
で
の
書
面
に
よ
る
開

示
：
雇
用
主
は
、
バ
ッ
ク
グ
ラ

ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
応
募
者

ま
た
は
従
業
員
に
対
し
て
書
面

で
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
開
示
は
、
雇
用
申
込
書
や
他

の
文
書
と
は
別
の
単
独
の
文
書

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
の

承
認
：
雇
用
主
は
、
バ
ッ
ク
グ

ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
た
め

に
個
人
か
ら
書
面
に
よ
る
許
可

を
得
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
通
常
、
応
募
者
や
従

業
員
が
署
名
す
る
承
認
フ
ォ
ー

ム
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
バ
ッ
ク

グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
へ
の
同
意

を
示
す
。

調
査
型
消
費
者
報
告
に
関
す
る

追
加
の
開
示
：
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン

ド
チ
ェ
ッ
ク
が
「
調
査
型
消
費

者
報
告
」（
応
募
者
の
友
人
、

隣
人
、
知
人
な
ど
、
応
募
者
を

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://on-timelimo.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://919usanews.com/clean-straight-2024/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ)

主
催
第
16
回
春
の

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
企
画
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ラ
イ
オ
ン
ズ

大
学
：
大
人
の
教
養
講
座
シ
リ

ー
ズ
」
第
８
弾
が
４
月
20
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
第
一

限
の
講
師
は
、山
口
里
美
氏（
一

般
社
団
法
人
日
本
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
サ
ポ
ー
ト
協
会
代
表
理
事
）

が
「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き

た
い
！
日
本
の
医
療
・
介
護
と

リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
と
題
し

て
講
演
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
国
民
皆
保
険
制
度

が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ

ま
で
も
入
院
し
て
い
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
一
般
病
床
の
種
類

は
、
急
性
期
病
床
（
病
気
を
発

症
し
て
間
も
な
い
時
期
で
14
日

以
内
、
15
日
か
ら
30
日
以
内
の

退
院
を
誘
導
。
で
き
る
限
り
早

く
転
院
・
退
院
さ
せ
た
い
ケ
ー

ス
が
多
い
）、
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
（
病
気
発

症
か
ら
1
、
２
か
月
後
で
リ
ハ

ビ
リ
で
低
下
し
た
能
力
を
取
り

戻
す
病
床
、
疾
患
に
よ
り
退
院

期
日
が
決
ま
っ
て
い
る
）、
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
（
病
状
が
安

定
し
た
患
者
に
対
し
て
退
院
支

援
医
療
を
提
供
す
る
。
疾
患
に

か
か
わ
ら
ず
原
則
60
日
以
内
の

退
院
が
必
須
）
の
３
種
類
が
あ

る
。

　

日
本
の
高
齢
者
施
設
は
費
用

が
安
く
て
介
護
度
が
高
い
介
護

保
険
施
設
＝
特
別
擁
護
老
人
ホ

ー
ム
（
特
養
）、
介
護
老
人
保

健
施
設
（
老
健
）、
介
護
医
療

院
の
人
気
が
高
い
が
競
争
率
も

高
い
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
は

住
宅
型
と
介
護
付
き
が
あ
る
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い

て
の
説
明
で
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
を

解
説
し
た
。
続
い
て
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
に
つ
い
て
、

介
護
保
険
法
に
定
め
る
、
で
き

る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
に
つ

い
て
詳
細
を
解
説
。
例
え
ば
で

き
る
こ
と
は
、
そ
の
場
に
い
る

利
用
者
が
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
、
本
人
に
対
す
る
行
為

の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
紹
介
。
生
活
援
助
で
の

買
い
物
も
、
酒
や
た
ば
こ
な
ど

の
嗜
好
品
や
家
族
用
の
買
い
物

を
つ
い
で
頼
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー
が
な
ん
で
も

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

財
産
管
理
は
、
ま
だ
判
断
能

力
が
あ
る
間
に
、
自
分
の
財
産

を
管
理
し
て
く
れ
る
任
意
後
見

人
を
指
定
し
て
お
く
。
元
気
な

う
ち
に
公
証
役
場
で
公
正
証
書

を
作
成
す
る
こ
と
で
成
立
。
不

足
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
正
し

い
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

業
者
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ

る
、
な
ど
と
解
説
し
た
。
最
後

に
シ
ニ
ア
の
心
配
事
を
無
料
で

相
談
で
き
る
サ
ロ
ン
も
紹
介
し

た
。
帰
国
前
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

動
画
リ
ン
ク
は　https://

youtu.be/SOAFr-G_2Us

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

日
本
の
医
療
・
介
護
と
法
的
サ
ー
ビ
ス

山口さん解説

　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
60
Ｎ
Ｙ
Ｃ

（
東
60
丁
目
２
０
８
番
地
）
で

５
月
19
日
（
火
）
ま
で
、
大
橋

禾
苗
・
お
お
は
し
こ
う
じ
親
子

に
よ
る
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
展

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
初
日
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
は
、大
勢
の
来
場
客
が
あ
り
、

カ
ラ
フ
ル
な
立
体
ア
ー
ト
に
見

入
る
人
々
で
賑
わ
っ
た
。

　

お
お
は
し
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
に
作
品
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
て
嬉
し
い
。
次
作
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
た
。
同
展
の
企
画

は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
武
内
樹
一

さ
ん
。シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貴
族
の
遊
び
か
ら

生
ま
れ
た
技
法
。
同
じ
絵
を
何

枚
も
切
り
抜
き
、
特
殊
な
糊
で

重
ね
て
奥
行
き
を
持
た
せ
る
ア

ー
ト
。
今
展
の
テ
ー
マ
は
ド
ラ

ゴ
ン
。
こ
れ
ま
で
に
大
橋
親
子

が
手
が
け
た
龍
を
題
材
に
し
た

作
品
を
展
示
し
て
い
る
。

　

母
親
の
大
橋
禾
苗
は
、
80
年

代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
こ
の
技

法
を
学
び
、
日
本
に
持
ち
帰
っ

た
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
や
葛
飾

北
斎
な
ど
に
も
題
材
を
取
り
、

絵
の
解
釈
、
カ
ッ
ト
の
精
度
、

NYで大橋禾苗

奥
行
き
の
深
さ
な
ど
、
従
来
の

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
水
準
を

は
る
か
に
超
え
る
も
の
を
創

造
。
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
国
際

芸
術
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
作
品
に
は
会
場
で
も

驚
嘆
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

お
お
は
し
こ
う
じ
が
描
く
の

は
80
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

身
に
着
け
た
カ
ラ
フ
ル
・
ポ
ッ

プ
な
色
彩
感
覚
と
大
胆
な
構
図

の
絵
。

　

今
月
開
か
れ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
・
Ｎ
Ｙ
Ｃ
・
ア

ジ
ア
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
フ
ー

ド
に
先
立
ち
、
同
イ
ベ
ン
ト

を
主
催
す
る
ア
ッ
プ
ス
テ
イ

ア
ー
ズ
協
賛
の
ポ
ス
タ
ー
に

大
橋
の
龍
が
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
を
舞
う
最
新
作
が
採
用

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
が
５
月
７

日
（
火
）
に
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
当
日
は

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
紹
介
が

あ
る
。
予
約
不
要
・
軽
食
な
ど

提
供
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

３
４
７
・
６
０
１
・
４
３
２
３
、

Ｅ
メ
ー
ルgallery60nyc@

gmail.com

　

武
内
さ
ん
。

おおはしこうじ親子展
シャドーボックスの芸術

https://sobaya.square.site/
https://japanvillage.com/
https://aantcinc.com/
https://silverplusconnect.com/
https://www.myhappytummyclub.com/
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://e-kaigo.net/
tel:18778852726
https://www.takesushi.us/
https://www.samuraimama.com/
http://ariyoshiny.com
http://www.nyseikatsu.com
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
mailto:gallery60nyc@gmail.com


■スプリング・クラフトフェア
　邸宅美術館リンドハーストで開
催される恒例春のクラフトフェア。
今回も約２００人のアーティスト
と職人が出店し、アクセサリー、ジ

ュエリー、室内装飾品、家具、写
真、美術品、陶磁器、ガラス、金属、
木材、ファッションなど個性的な
作品が並ぶ。さらにグルメ特選料
理、地元蒸留所の試飲、クラフト
デモや家族向けアクティビティな
どお楽しみがいっぱい。会期は５

（9）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）5月 4日（土）

　

ま
ず
は
ク
レ
オ
ー
ル
に
つ
い

て
。
１
８
０
３
年
の
ル
イ
ジ
ア

ナ
買
収
に
よ
っ
て
米
国
の
一
部

に
な
る
前
の
、
フ
ラ
ン
ス
領
ル

イ
ジ
ア
ナ
時
代
の
移
住
者
を
先

祖
に
持
つ
全
て
の
人
種
と
混
血

の
人
々
を
ク
レ
オ
ー
ル
と
呼

ぶ
。
彼
ら
の
料
理
、
ク
レ
オ
ー

ル
料
理
は
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
ニ
ュ

ー
オ
リ
ン
ズ
を
中
心
に
複
数
の

食
文
化
が
混
じ
り
合
っ
て
形
成

さ
れ
た
独
特
な
料
理
で
、
フ
ラ

ン
ス
料
理
を
背
景
に
持
つ
点
で

は
ケ
イ
ジ
ャ
ン
料
理
と
似
て
い

る
。

　

ア
カ
デ
ィ
ア
人
（
カ
ナ
ダ
の

ノ
バ
ス
コ
シ
ア
州
と
メ
イ
ン
州

東
部
に
入
植
し
た
フ
ラ
ン
ス

人
）
が
南
下
し
て
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
に
定
住
、
彼
ら
の
料
理
に
土

着
の
食
材
を
適
合
さ
せ
た
ケ
イ

ジ
ャ
ン
料
理
に
対
し
、
ク
レ
オ

ー
ル
料
理
は
ア
カ
デ
ィ
ア
人
よ

り
も
フ
ラ
ン
ス
と
の
結
び
つ
き

が
強
か
っ
た
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

で
地
元
の
食
材
を
基
本
に
、
古

典
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
踏
襲

し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
文
化

を
融
合
さ
せ
た
都
会
的
な
料
理

と
し
て
完
成
し
た
。

　

２
つ
の
料
理
の
分
か
り
や
す

い
違
い
が
ル
ー
だ
。
ク
レ
オ
ー

ル
料
理
の
ル
ー
が
フ
ラ
ン
ス
料

理
と
同
じ
バ
タ
ー
と
小
麦
粉
を

使
う
の
に
対
し
、
ケ
イ
ジ
ャ
ン

料
理
の
ル
ー
は
ラ
ー
ド
な
ど
の

オ
イ
ル
と
小
麦
粉
を
使
う
。
ま

た
、
ク
レ
オ
ー
ル
料
理
は
ケ
イ

ジ
ャ
ン
料
理
に
比
べ
、
ト
マ
ト

を
大
量
に
使
う
の
も
特
徴
だ
。

ど
ち
ら
の
料
理
に
も
ジ
ャ
ン
バ

ラ
ヤ
と
ガ
ン
ボ
が
あ
る
が
、
ト

プ
レ
ザ
ン
ト
ビ
ル
で
楽
し
む

ク
レ
オ
ー
ル
料
理

食べ歩き

Craw Daddy's Creole 
Kitchen

68 Wheeler Ave. Pleasantville,NY
電話：914-449-6199

日 12:00-21:00 月～土 12:00-22:00
https://crawdaddyscreolekitchen.com/

マ
ト
を
使
っ
て
い
る
か
ど
う
か

で
風
味
が
大
き
く
異
な
る
。

　

さ
て
、
そ
の
ク
レ
オ
ー
ル
料

理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
プ
レ
ザ
ン

ト
ビ
ル
に
あ
る
と
聞
い
て
出
か

け
て
来
た
。
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄

道
の
プ
レ
ザ
ン
ト
ビ
ル
駅
か
ら

徒
歩
３
分
の
好
立
地
に
あ
る

「
ク
ロ
ウ
・
ダ
デ
ィ
ズ
」、
直
訳

す
る
と
「
ザ
リ
ガ
ニ
オ
ヤ
ジ
の

ク
レ
オ
ー
ル
キ
ッ
チ
ン
」。
日

曜
日
の
ブ
ラ
ン
チ
開
店
と
同
時

に
入
店
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う

間
に
満
席
に
な
る
盛
況
ぶ
り
。

今
回
食
べ
た
の
は
「
チ
ョ
ッ
プ

ド
サ
ラ
ダ
（
15
ド
ル
）」、「
ク

ラ
ブ
ケ
ー
キ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

（
26
ド
ル
）」
と
「
ジ
ャ
ン
バ
ラ

ヤ
（
小
サ
イ
ズ
19
ド
ル
）」
の

３
品
。
サ
ラ
ダ
は
ク
ラ
ン
チ
ー

で
、
ピ
リ
ッ
と
ス
パ
イ
ス
が
効

い
た
コ
ー
ン
の
サ
ル
サ
が
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
っ
て
美
味
し
い
。

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
マ
フ
ィ
ン
が
無
く
、
大
ぶ

り
な
ク
ラ
ブ
ケ
ー
キ
に
半
熟
卵

が
乗
っ
て
い
る
。
は
じ
め
は

「
マ
フ
ィ
ン
抜
き
の
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
？
」
と
思
っ
た
が
、
食
べ

て
み
た
ら
マ
フ
ィ
ン
抜
き
の
方

が
カ
ニ
肉
た
っ
ぷ
り
の
ク
ラ
ブ

ケ
ー
キ
と
半
熟
卵
の
絶
妙
な
絡

み
合
い
を
よ
り
楽
し
め
る
と
判

明
。
超
お
勧
め
の
一
品
だ
。

　

そ
し
て
ジ
ャ
ン
バ
ラ
ヤ
。
前

述
の
通
り
ク
レ
オ
ー
ル
料
理
で

は
ト
マ
ト
を
た
く
さ
ん
使
用
す

る
た
め
、
ケ
イ
ジ
ャ
ン
の
ジ
ャ

ン
バ
ラ
ヤ
よ
り
も
水
分
が
多
く

て
食
感
は
リ
ゾ
ッ
ト
に
近
い
。

チ
キ
ン
と
ア
ン
ド
ゥ
イ
ユ
・
ソ

ー
セ
ー
ジ
（
豚
肉
の
燻
製
ソ
ー

セ
ー
ジ
で
ク
レ
オ
ー
ル
料
理
に

よ
く
使
わ
れ
る
）、
大
ぶ
り
の

エ
ビ
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
て

食
べ
応
え
満
点
。
ト
マ
ト
ベ
ー

ス
に
各
種
ス
パ
イ
ス
が
混
じ
り

合
い
、
自
宅
で
は
作
れ
な
い
深

い
味
わ
い
が
あ
る
。
他
に
ザ
リ

ガ
ニ
や
エ
ビ
、
カ
キ
、
ナ
マ
ズ

な
ど
の
フ
ラ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
と

ポ
・
ボ
ー
イ
ズ
（
フ
ラ
イ
を
挟

ん
だ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
）が
あ
り
、

デ
ィ
ナ
ー
で
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
ポ
ー

ク
チ
ョ
ッ
プ
な
ど
ヘ
ビ
ー
な
メ

ニ
ュ
ー
が
増
え
る
。

　

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
行
か
な

く
て
も
美
味
し
い
ク
レ
オ
ー
ル

料
理
が
楽
し
め
る
「
ク
ロ
ウ
・

ダ
デ
ィ
ズ
」。
プ
レ
ザ
ン
ト
ビ

ル
近
辺
に
来
た
ら
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
を
。

月３日（金）から５日（日）、時間
は金曜と日曜が午前 10時～午後５
時、土曜のみ午前 10時～午後６時。
入場料は大人 16ドル、子供（６～
16 歳）６ドル、６歳以下は無料。
事前にオンラインで購入すると若
干割引あり。会場 Lyndhurst (635　
S. Broadway, Tarrytown) https://
lyndhurst.org/events/spring-crafts/

■ワンワールド・ワンスカイ：ビ
ッグバードの冒険
　プラネタリウムで開催する子供
向けイベント。セサミストリート
のビッグバードがエルモとフー・
フー・ズーと一緒に月への旅に出
発。彼らと一緒に北斗七星や北極

星、太陽、月について学ぶ。ショ
ーは約 25分、推奨年齢は４歳から
８歳。会期は５月の土日、午後 12
時半開演（開演前 10 ～ 15 分前に
到着のこと。開演後の入場不可）。
チケットは大人７ドル、子供（３
～ 18 歳）５ドル。会場 Hudson 
River Museum (511 Warburton　
Ave. Yonkers) 　https://www.hrm.
org/planetarium/

■ポーランド祭り
　ウェストチェスター郡がケンシ
コ・ダムプラザで開催する世界の
文化遺産フェスティバル。５月 19
日のポーランドを皮切りに６月の

アジアン・アメリカン、アルバニア、
アフリカン・アメリカン、７月の
ヒスパニック、アイルランド（本イ
ベントのみ会場はハーツデールの
リッジロード・パーク）、イタリア、
８月のインド、ユダヤ、イスラム
文化と続く。音楽や踊りなどのパ
フォーマンス、民芸品の展示や飲
食店が出店し、海外に行かなくて
もそれぞれの文化を楽しめるイベ
ント。開催時間はいずれも正午か
ら午後６時まで。芝生に座るシー
トや折りたたみ椅子の持ち込み可。
クーラーボックスの持ち込みは不
可。入場料・駐車料無料。ただし
駐車場はスペースに限りがあるの
で要注意。会場 Kensico Dam Plaza 
(1 Bronx River Parkway, Valhalla)　
https://parks.westchestergov.com/
heritage-festivals

５月のイベント

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://www.hrm
https://crawdaddyscreolekitchen.com/
https://lyndhurst.org/events/spring-crafts/
https://lyndhurst.org/events/spring-crafts/
https://parks.westchestergov.com/heritage-festivals
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す
が
す
が
し
い
新
緑
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
お
元
気
に

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
近

年
、
日
本
の
食
文
化
に
な
じ
ん

だ
ユ
ズ
の
香
り
や
抹
茶
フ
レ

ー
バ
ー
が
日
本
国
外
で
人
気

を
得
て
い
ま
す
。
ユ
ズ
も
抹
茶

も
グ
リ
ー
ン
で
ク
リ
ー
ン
な

心
を
落
ち
着
け
る
香
り
が
特

徴
で
す
。
フ
レ
ー
バ
ー
単
体
で

は
な
く
、
料
理
や
飲
み
物
と
上

手
く
一
体
化
さ
れ
た
味
が
よ

り
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、ユ
ズ
は
「
香
酸
柑
橘
」

と
呼
ば
れ
る
、
香
り
が
良
く
て

成
熟
し
て
も
酸
味
が
強
く
生

食
に
向
か
な
い
柑
橘
類
の
部

類
に
入
り
ま
す
。
世
界
的
に
み

れ
ば
レ
モ
ン
類
が
最
も
多
く

次
い
で
ラ
イ
ム
そ
し
て
マ
ー

マ
レ
ー
ド
の
原
料
に
も
使
わ

れ
る
ビ
タ
ー
オ
レ
ン
ジ
が
世

界
の
三
大
香
酸
柑
橘
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
日
本
国
内

で
は
、
こ
れ
ら
は
殆
ど
栽
培
さ

れ
て
お
ら
ず
、
国
内
三
大
香
酸

柑
橘
と
い
え
ば
ユ
ズ
、
そ
し
て

ス
ダ
チ
、
カ
ボ
ス
と
続
き
ま

す
。
ま
た
ど
ち
ら
に
も
入
っ
て

い
な
い
ベ
ル
ガ
モ
ッ
ト
は
香

酸
柑
橘
の
中
で
、
特
に
香
料
と

し
て
特
別
な
地
位
が
あ
り
、
ま

さ
に
西
洋
の
ベ
ル
ガ
モ
ッ
ト
、

東
洋
の
ユ
ズ
と
言
え
ま
す
。
ユ

ズ
の
香
り
に
は
殆
ど
の
柑
橘

類
に
含
ま
れ
る
香
気
成
分
に

加
え
、
微
量
で
ユ
ズ
の
特
徴
香

気
に
大
き
く
寄
与
す
る
極
め

て
強
い
成
分
、
そ
し
て
近
年
発

見
さ
れ
た
ユ
ズ
独
自
の
ユ
ズ

ノ
ン
や
ユ
ズ
オ
ー
ル
な
ど
の

成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ

わ
や
か
な
グ
リ
ー
ン
香
に
苦

味
、
渋
味
、
フ
ロ
ー
ラ
ル
な
甘

さ
が
重
な
り
、
上
品
で
深
み
の

あ
る
ユ
ズ
の
香
り
は
心
を
落

ち
着
け
気
分
を
ア
ッ
プ
リ
フ

ト
し
ま
す
。
ユ
ズ
精
油
は
大
変

高
価
で
他
の
柑
橘
精
油
の
よ

う
に
お
手
頃
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
手
作
り
オ
ー
デ
コ
ロ
ン

や
ボ
デ
ィ
オ
イ
ル
、
エ
ア
ー
ミ

ス
ト
な
ど
に
加
え
る
と
香
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
日
々
の
食
卓

に
取
り
入
れ
る
ユ
ズ
の
香
り

が
何
と
い
っ
て
も
最
高
の
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
で
し
ょ
う
。

　　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ

ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を
実

施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー
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ユ
ズ
の
香
り

 

絵
・
古
舘
み
ど
り

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
市
庁
舎
街
に
近
い
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ

Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
編
集
・
映
像
制
作
講
師
な
ど

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
て
い
る

溝
口
尚
美
さ
ん
。
彼
女
に
は
も

う
一
つ
の
顔
が
あ
る
。
先
住
民

族
の
映
画
製
作
な
ど
を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
関
わ
っ
て
き
て

い
る
中
で
、
日
本
の
ア
イ
ヌ
の

文
化
を
海
外
に
広
め
る
活
動
を

行
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

兵
庫
県
出
身
。
１
９
９
２
年

に
映
像
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
入

社
し
、
映
像
制
作
の
「
い
ろ

は
」
を
覚
え
た
。
95
年
か
ら
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
関
西
を

拠
点
に
、
テ
レ
ビ
・
Ｖ
Ｐ
・
Ｃ

Ｍ
・
映
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

な
分
野
の
映
像
制
作
に
携
わ
る

が
、
２
０
０
２
年
、
津
野
敬
子

著
『
ビ
デ
オ
で
世
界
を
変
え
よ

う
』
に
感
銘
。
市
民
メ
デ
ィ
ア

に
興
味
を
持
っ
た
。
文
化
庁
の

新
進
芸
術
家
海
外
研
修
制
度
に

２
度
応
募
す
る
も
落
選
。 

し

か
し
そ
ん
な
こ
と
に
は
負
け

ず
、
２
０
０
４
年
、
自
費
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
。
津
野
氏
が
夫

の
ジ
ョ
ン
・
ア
ル
パ
ー
ト
氏
と

共
同
設
立
し
た
ア
メ
リ
カ
で
最

も
古
い
市
民
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
１
つ
、
Ｄ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
の
扉
を

叩
い
た
。イ
ン
タ
ー
ン
を
経
て
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

　

２
０
０
８
年
、
米
国
で
非
営

利
団
体
シ
ネ
ミ
ン
ガ
を
共
同
設

立
し
、
世
界
の
先
住
民
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
訪
れ
、
映
像
制
作
の

た
め
の
機
材
と
ス
キ
ル
を
提
供

し
協
働
制
作
す
る
活
動
を
コ
ロ

ン
ビ
ア
・
エ
ク
ア
ド
ル
・
ネ
パ

ー
ル
で
実
行
し
た
。
こ
れ
ま
で

ア
イ
ヌ
文
化
を
世
界
に
紹
介
す
る

映像作家
ドキュメンタリー「Ainu ー ひと」監督     

に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
制
作

し
た
作
品
は
１
０
０
本
以
上
。

編
集
は
４
０
０
本
以
上
に
。 

　

そ
ん
な
溝
口
さ
ん
が
ア
イ
ヌ

に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は

２
０
０
８
年
。
シ
ネ
ミ
ン
ガ
の

同
僚
（
南
米
出
身
）
か
ら
ア
イ

ヌ
民
族
の
事
を
質
問
さ
れ
、
一

言
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
自
分

が
恥
ず
か
し
か
っ
た
と
い
う
。

母
国
の
先
住
民
族
の
事
を
知
る

た
め
に
、
北
海
道
を
訪
問
。
ア

イ
ヌ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ

局
の
あ
っ
た
平
取
町
へ
。
ア
イ

ヌ
語
教
室
で
出
会
っ
た
川
奈
野

一
信
さ
ん
の
好
意
で
そ
の
後
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
平

均
年
１
回
程
度
の
割
合
で
通
い

続
け
る
。
当
初
は
南
米
の
先
住

民
族
と
の
ビ
デ
オ
交
流
を
模
索

し
て
い
た
。
南
米
で
制
作
し
た

映
画
の
上
映
会
も
行
っ
た
。
14

年
、
シ
ネ
ミ
ン
ガ
辞
任
を
機
に

平
取
町
を
再
訪
し
た
際
の
雑
談

の
中
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「Ainu 

ー
ひ
と
」
の
製

作
を
決
意
し
、
２
０
１
５
年

か
ら
３
年
か
け
て
完
成
さ
せ

た
（https://www.ainuhito.

com/

）。
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化

博
物
館
と
協
働
制
作
と
い
う
形

を
取
り
、
川
奈
野
一
信
、
元
子

夫
妻
を
含
む
地
元
の
古
老
４
人

を
主
人
公
に
記
録
を
始
め
る
。

出
来
上
が
っ
た
作
品
と
す
べ
て

の
撮
影
素
材
は
寄
付
し
た
。
地

域
の
人
に
映
像
制
作
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行
っ
た
。 

　

２
０
１
８
年
６
月　
「Ainu 

ー
ひ
と
」
世
界
プ
レ
ミ
ア
上
映

会
を
平
取
町
で
2
日
間
に
亘
っ

て
開
催
。 

９
月
に
は
神
戸
と

大
阪
で
同
時
劇
場
公
開
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
世
話
に
な
っ
た
川

奈
野
夫
妻
を
舞
台
挨
拶
に
招
待

し
、
工
芸
品
な
ど
を
販
売
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。
満
席
の
上

映
会
と
な
っ
た
。
19
年
に
英
語

版
制
作
。
こ
れ
ま
で
、
世
界
中

で
10
の
映
画
祭
に
入
選
し
て
い

る
。
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
や
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
な

ど
、
学
校
で
の
上
映
会
や
レ
ク

チ
ャ
ー
も
行
っ
た
。
今
春
に
ロ

ン
ド
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ウ
ス
で

開
催
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
文
化
紹
介

イ
ベ
ン
ト
を
見
て
、
い
つ
か
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
ア
イ
ヌ
の

人
々
を
呼
ん
で
、
イ
ベ
ン
ト
を

す
る
の
が
夢
だ
と
い
う
。   　

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

    溝口 尚美 さん

http://www.idocenter.com
https://www.skindeepnyc.com/
https://kj-artist.jp/
https://www.cosmeproud.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
https://www.ainuhito.com
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

5 月

皐
さつ き

月

　

柳
は
気
に
な
る
木
だ
。
水
辺

で
揺
れ
て
い
る
の
も
涼
し
気
で

い
い
し
、
町
中
で
場
所
を
取
ら

ず
に
佇
ん
で
い
る
の
も
洒
脱
で

見
と
れ
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郊

外
に
住
み
、
初
め
て
の
夏
を
迎

え
た
頃
、
柳
に
よ
く
似
た
木
を

見
つ
け
て
、
妙
に
嬉
し
く
な
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
柳
と
勝
手
に
名

付
け
、
外
へ
出
る
た
び
に
見
か

け
る
楽
し
み
が
増
え
た
。
揺
れ

る
た
め
に
植
わ
っ
て
い
る
よ
う

な
不
思
議
な
木
。
軽
や
か
で
楽

し
気
に
、
時
に
は
、
ひ
っ
そ
り

と
さ
み
し
気
に
も
見
え
る
。
き

っ
と
、
そ
の
時
々
の
わ
た
し
の

気
分
を
映
し
出
す
気
な
の
だ
。

心
が
揺
れ
る
日
は
、
こ
の
木
を

ず
っ
と
眺
め
て
い
た
い
。

季
語
＝
葉
柳(

夏)

夏
柳
。
春

に
新
芽
を
だ
し
た
柳
は
、
夏
に

緑
を
深
め
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
増

す
。
し
た
た
る
よ
う
な
美
し
い

夏
の
柳
は
、
都
会
で
も
よ
く
見

受
け
ら
れ
、
親
し
み
を
覚
え
る

木
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

grandprix@gmail.com 

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トwww.artofhaiku.org 

参

照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

葉は
や
な
ぎ柳
や
ゆ
ら
り
と
会あ

いひ
に
い
き
た
き
日ひ

65

　

海
外
に
滞
在
中
の
子
供
た
ち

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
帰
国

後
の
進
学
に
関
す
る
学
校
情

報
や
相
談
の
場
を
提
供
す
る

「
２
０
２
４
年
度 
海
外
学
校
説

明
会
・
相
談
会
」
が
６
月
22
日

（
土
）、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

郡
に
あ
る
慶
応
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
学
院
で
開
催
さ
れ
る
。
こ

の
会
は
、
公
益
財
団
法
人
の
海

外
子
女
教
育
振
興
財
団
（
Ｊ
Ｏ

Ｅ
Ｓ
）
が
２
０
０
２
年
か
ら
毎

年
海
外
各
地
で
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
オ

ン
ラ
イ
ン
の
み
の
開
催
と
な
っ

て
い
た
が
、
５
年
ぶ
り
に
対
面

形
式
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地

区
で
開
催
す
る
。

　

今
年
は
午
前
と
午
後
の
２
部

制
と
な
っ
て
お
り
、
午
前
の

部
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
１
時
ま
で
（
９
時
受
付
開

始
）、
午
後
の
部
は
午
後
３
時

か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で
（
２

時
30
分
受
付
開
始
）。
第
１
部

の
「
全
体
説
明
会
」
は
、
Ｊ
Ｏ

Ｅ
Ｓ
の
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
講
話
と
ブ
ー
ス
参
加
校
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
る
。
第
２
部
は
「
個
別
相
談

会
」
で
、
参
加
校
の
担
当
者
が

ブ
ー
ス
を
設
け
て
相
談
に
応
え

る
ほ
か
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
ブ
ー
ス

で
は
一
般
的
な
個
別
相
談
に
も

応
じ
る
。参
加
校
は
次
の
通
り
。

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
（
Ｎ
Ｙ
）、
工
学
院
大
学
附

属
中
学
校
・
高
等
学
校
（
東
京

都
）、
佼
成
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校
（
東
京
都
）、
芝
国
際

中
学
校
・
高
等
学
校（
東
京
都
）、

昌
平
中
学
・
高
等
学
校
（
埼
玉

県
）、
東
京
都
市
大
学
等
々
力

中
学
校
・
高
等
学
校（
東
京
都
）、

ド
ル
ト
ン
東
京
学
園
中
等
部
・

高
等
部
（
東
京
都
）、
茗
溪
学

園
中
学
校
高
等
学
校
（
茨
城

県
）。

　

参
加
費
無
料
だ
が
事
前

に
「
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
マ
イ
ポ
ー
タ

ル
」
の
登
録
（
無
料
）
が
必

要
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト https://www.

joes.or.jp/

を
参
照
す
る
。
問

い
合
わ
せ
は
電
話
81
・
３
・

４
３
３
０
・
１
３
４
９
、
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ルkaigai-sanka@
joes.or.jp

（
情
報
サ
ー
ビ
ス
チ

ー
ム
）
ま
で
。

帰
国
生
受
け
入
れ
校
説
明
会

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

6
月
22
日
慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
で

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
小

学
部
１
年
生
と
上
級
生
と
の
対

面
式
が
行
わ
れ
た
。

　

小
学
部
の
上
級
生
は
１
年
生

を
大
き
な
拍
手
で
迎
え
た
。
対

面
式
で
は
１
年
生
の
自
己
紹

介
、
２
年
生
は
１
年
生
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
贈
っ
た
。
最
初
は
緊

張
し
た
顔
で
自
己
紹
介
を
し
て

い
た
１
年
生
。
２
年
生
が
心
を

込
め
て
つ
く
っ
た
メ
ダ
ル
を
１

年
生
の
首
に
か
け
て
あ
げ
る
と

一
気
に
安
心
し
た
顔
と
な
っ

た
。

　

ま
た
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
に

は
ア
サ
ガ
オ
の
種
が
引
き
継
が

れ
る
伝
統
が
あ
る
。
こ
れ
は
昨

年
度
の
生
活
の
時
間
に
育
て
た

ア
サ
ガ
オ
の
種
を
次
の
１
年
生

に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
引
き
継
ぐ
も
の
。
上
級
生

が
１
年
生
を
見
守
る
温
か
い
眼

差
し
で
、
会
場
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
は
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

対
面
式
の
最
後
に
は
先
生
に

関
す
る
ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
先
生
と
の
距
離
も
ぐ

っ
と
縮
ま
っ
た
よ
う
だ
。
新
た

な
仲
間
を
迎
え
た
上
級
生
と
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
期
待

を
ふ
く
ら
ま
せ
る
１
年
生
の
笑

顔
が
並
ん
だ
。

よ
う
こ
そ
１
年
生

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で
対
面
式

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
ア
ッ
プ
ル
キ
ッ
ズ

は
、
５
月
５
日
（
日
）
午
前
11

時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、
こ
ど

も
の
日
の
お
祝
い
パ
ー
テ
ィ
ー

を
行
う
。
当
日
は
日
米
武
道
館

の
五
嶋
龍
氏
に
よ
る
空
手
指

導
、
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ヒ
ロ
ヌ
マ

氏
に
よ
る
剣
道
指
導
、
ク
ニ
三

上
と
丸
山
日
鶴
に
よ
る
音
楽
演

奏
、
小
林
利
子
さ
ん
に
よ
る
折

り
紙
指
導
を
行
う
。
ス
ナ
ッ
ク

と
ド
リ
ン
ク
が
あ
る
。
参
加
費

は
寄
付
制
で
１
家
族
に
つ
き
10

ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@jaany.org

JAAのアップルキッズ
５月５日にこどもの日
お祝いパーティー開催

楽しい

 
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

１
年
生
と
上
級
生
と

の
対
面
式
で
は
互
い
に

最
初
は
緊
張
し
て
い
た

が
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
打

ち
解
け
て
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
た

http://ymcatfv.org/
http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://www.interschool-jp.com/
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
https://www.joes.or.jp/
mailto:kaigai-sanka@joes.or.jp
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
）
幼
児
部
年
中
長
２
ク
ラ

ス
の
春
の
遠
足
が
４
月
23
日
に

行
わ
れ
た
。
行
き
先
は
テ
ナ
フ

ラ
イ
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
。

　

暖
か
な
春
の
日
差
し
の
中
、

園
児
達
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
ホ
ワ

イ
ト
ト
レ
イ
ル
散
策
を
楽
し
ん

だ
。
森
に
隣
接
し
て
い
る
湖
の

畔
を
歩
く
こ
の
コ
ー
ス
で
、
子

ど
も
達
は
大
木
の
年
輪
を
観
察

し
た
り
、
動
物
の
住
処
の
よ
う

な
穴
を
見
つ
け
た
り
、
湖
に
い

る
蛙
を
観
察
し
た
り
と
、
自
然

な
ら
で
は
の
発
見
を
た
く
さ
ん

し
て
い
た
。
森
の
中
に
自
然
に

出
来
た
広
場
で
は
自
由
に
遊
ぶ

時
間
を
持
ち
、
普
段
な
か
な

か
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
石
の
上
や

落
ち
葉
の
上
を
歩
く
経
験
を
し

た
り
、
倒
れ
た
木
の
上
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
歩
い
た
り
座
っ
た
り

と
、
子
ど
も
達
は
大
喜
び
だ
っ

た
。
遠
足
の
翌
日
に
は
、
園
児

達
は
見
学
し
た
草
花
や
動
植
物

の
様
子
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら

絵
を
描
き
、
思
い
出
に
残
る
楽

し
い
遠
足
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

森
の
幼
稚
園

育
英
児
童

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
初
等

部
は
、
４
月
19
日
に
初
等
部
で

「
な
か
よ
し
集
会
」
を
行
っ
た
。

６
年
生
を
中
心
に
、
全
学
年
で

楽
し
め
る
内
容
の
ゲ
ー
ム
や
ク

イ
ズ
な
ど
を
計
画
し
、
じ
ゃ
ん

け
ん
列
車
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
日
本
人
学
校
に
関
す
る
ク
イ

ズ
大
会
、
フ
ラ
フ
ー
プ
リ
レ
ー

を
行
っ
た
。
会
の
最
後
に
は
児

童
か
ら
の
感
想
発
表
も
あ
り
、

「
学
校
の
こ
と
が
た
く
さ
ん
知

れ
た
」「
今
ま
で
以
上
に
み
ん

な
と
仲
良
く
な
れ
た
」
と
の
声

が
あ
が
り
、
初
等
部
全
員
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。

新学期初等部で
なかよし集会開催

NJ日本人学校

生命科学楽しく学ぶ
米国日本人医師会が開催

50人の子どもが参加

　

4
月
16
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

育
英
学
園
全
日
制
部
門
小
学
部

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、岡
本
徹
学
園
長
）
は
、

こ
の
４
月
に
入
学
し
た
１
年
生

10
人
を
囲
ん
で
楽
し
む
、
春
の

新
入
生
歓
迎
遠
足
を
ワ
リ
ナ
ン

コ
パ
ー
ク
で
実
施
し
た
。
司
会

や
準
備
の
す
べ
て
は
６
年
生
が

中
心
と
な
り
、
全
校
児
童
が
参

加
す
る
会
の
進
行
を
行
っ
た
。

　

バ
ス
を
降
り
る
と
１
年
生
の

手
を
と
っ
て
活
動
場
所
の
広
場

ま
で
案
内
し
て
、
ま
ず
は
１
年

生
の
自
己
紹
介
タ
イ
ム
。
そ
し

て
６
年
生
主
催
の
ゲ
ー
ム
が
始

ま
っ
た
。
ペ
ア
と
の
息
を
合
わ

せ
る
必
要
の
あ
る
「
二
人
三
脚

お
に
ご
っ
こ
」
で
は
声
を
掛
け

合
い
、
肩
を
組
ん
だ
り
手
を
繋

い
だ
り
し
て
走
り
回
り
、
笑
顔

が
溢
れ
て
い
た
。
た
く
さ
ん
走

り
回
っ
て
慣
れ
て
き
た
頃
に
は

「
縦
割
り
班
対
抗
！
二
人
三
脚

リ
レ
ー
」
で
チ
ー
ム
全
員
の
応

援
が
飛
び
交
う
中
、
協
力
し
て

す
こ
し
で
も
早
く
進
め
る
よ
う

真
剣
に
走
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

全
員
で
交
流
を
深
め
る
遊
び
を

楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
本
日
の
主

役
で
あ
る
１
年
生
に
つ
い
て
の

「
１
年
生
ク
イ
ズ
！
」
を
行
っ

た
。
こ
の
日
の
朝
に
１
年
生
が

自
己
紹
介
を
し
た
内
容
か
ら
問

題
を
出
し
、
縦
割
り
班
で
相
談

し
、
答
え
を
出
し
て
い
っ
た
。

最
後
は
「
今
日
の
春
の
遠
足
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
！
」
と
言

い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
バ
ス
に

乗
り
込
ん
だ
。
車
内
に
は
、
隣

に
い
る
同
じ
縦
割
り
班
の
上
級

生
の
肩
を
借
り
て
眠
っ
て
い
る

子
の
姿
が
微
笑
ま
し
か
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
の
第
54
回
Ｊ
Ａ
Ａ

奨
学
金
奨
学
生
募
集
締
め
切
り

が
５
月
６
日
に
迫
っ
て
い
る
。

当
日
正
午
ま
で
必
着
で
Ｅ
メ
ー

ル
の
み
で
受
け
付
け
る
。
応
募

資
格
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
３
州
内
に
住
む
高
校
３
年

生
で
、
こ
の
秋
米
国
の
大
学
に

進
学
す
る
日
本
人
、
日
系
人
の

生
徒
。

　

今
年
は
村
瀬
フ
ァ
ミ
リ
ー
奨

学
金
、
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
奨
学
金
、
エ

リ
・
カ
ク
タ
奨
学
金
、
富
川
宗

次
奨
学
金
、
米
国
三
井
財
団
奨

学
金
、
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
奨
学
金
、
一
戸
・
堀

重
奨
学
金
、
ド
ク
タ
ー
・
ジ
ョ

ー
ジ
＆
和
子
永
松
奨
学
金
、
ド

ク
タ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
江
見
奨

学
金
、
や
よ
い
遊
馬
メ
モ
リ

ア
ル
奨
学
金
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス

モ
メ
デ
ィ
ア
・
ア
メ
リ
カ
奨

学
金
、
西
宮
真
一
大
使
奨
学

金
、
斎
藤
も
と
奨
学
金
と
Ａ
Ｎ

Ａ
日
本
旅
行
奨
学
金
な
ど
、
現

在
、
総
額
約
７
万
ド
ル
と
２
つ

の
航
空
券
が
14
人
に
授
与
さ
れ

る
。
昨
年
ま
で
授
与
者
は
10
人

だ
っ
た
が
、
今
年
は
４
人
増
え

た
。
申
し
込
み
先
はhttps://

jaany.org/education/
jaa-general-scholarship/

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ルnoda@jaany.org

Ｊ
Ａ
Ａ
奨
学
金
応
募
受
け
付
け

　

締
め
切
り
５
月
６
日
に
迫
る

今
年
は
授
与
人
数
14
人
に
拡
大

笑顔の遠足
春の新入生歓迎で

　

米
国
日
本
人
医
師
会
（
Ｊ
Ｍ

Ｓ
Ａ
）
は
4
月
28
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）

で
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
キ
ッ
ズ
を
開
催
し
た
。
開

会
ス
ピ
ー
チ
で
加
納
真
紀
Ｊ
Ｍ

Ｓ
Ａ
会
長
が
「
楽
し
み
な
が
ら

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
・
医
療
・
科
学
分
野

へ
の
関
心
を
促
進
す
る
こ
と
」

と
い
う
開
催
趣
旨
を
説
明
。
当

日
は
５
歳
か
ら
10
歳
ま
で
約
50

人
が
参
加
し
た
。
実
験
や
医
療

体
験
が
で
き
る
6
つ
の
ブ
ー
ス

を
医
師
、
科
学
者
、
医
学
生
と

共
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
っ

た
。
参
加
者
は
腹
腔
鏡
手
術
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
顕

微
鏡
を
使
っ
た
実
験
、
磁
石
ス

ラ
イ
ム
の
作
成
、
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
使
っ
た
色
の
実
験

な
ど
を
し
た
り
、
声
帯
の
仕
組

み
や
心
臓
な
ど
体
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ん
だ
。
イ
ベ
ン
ト
に
は

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院

か
ら
5
人
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
。

NY 育英学園全日制小学部

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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第
28
回
Ｊ
Ａ
Ａ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
活
躍
す
る
日
本
人
・
日
系

人
美
術
家
展
覧
会
が
５
月
16
日

（
木
）
か
ら
６
月
１
日
（
土
）

ま
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
西
45

丁
目
49
番
地
５
階
）
で
開
催
さ

れ
る
。（
主
催
：Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
、

後
援
：
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

国
総
領
事
館
、週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
、

よ
み
タ
イ
ム
）

　

参
加
作
家
は
、
服
部
夏
子
、

広
瀬
ジ
ョ
ー
ジ
、
廣
瀬
公
美
、

百
田
和
子
、
市
村
し
げ
の
、
河

合
敦
子
、
久
住
真
理
子
、
三
浦

良
一
、
宮
本
和
子
、
森
本
洋
充
、

森
本
和
也
、
森
戸
泰
光
、
永
野

み
き
、
野
田
正
明
、
大
野
廣
子
、

岡
田
桂
、
小
野
知
美
、
作
山
畯

治
、
佐
々
木
健
二
郎
、
佐
藤
正

明
、
澤
野
水
纓
、
篠
原
空
海
ア

レ
ッ
ク
ス
、
篠
原
乃
り
子
、
篠

原
有
司
男
、
竹
田
あ
け
み
、
渡

辺
啓
子
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

セ
ツ
子
、
依
田
順
子
、
依
田
寿

久
、
依
田
洋
一
朗
。
特
別
展
示

と
し
て
、
飯
塚
国
雄
、
中
里
斉
、

内
間
安
瑆
、
内
間
俊
子
。

　

入
場
無
料
。
展
示
作
品
は
購

入
が
可
能
で
、
販
売
価
格
の
半

額
が
Ｊ
Ａ
Ａ
の
活
動
資
金
と
し

て
寄
付
さ
れ
る
。
作
家
１
人
に

つ
き
２
作
品
を
出
品
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
創
作
活

動
す
る
作
家
が
一
堂
に
集
ま
る

Ｎ
Ｙ
日
系
社
会
最
大
の
グ
ル
ー

プ
展
。
開
廊
時
間
は
月
〜
金
曜

が
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
、

土
曜
は
午
後
３
時
ま
で
。
日
曜

休
廊
。
作
家
が
ホ
ス
ト
と
し
て

参
加
す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
は
５
月
16
日
（
木
）

午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
。

NY日系人会が主催
5月16日から

Ｎ
Ｙ
で
活
躍
す
る
日
本
人
・

日
系
人
美
術
家
展
覧
会

　

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活
動
す
る
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
又
賀
純

一
郎
が
、
前
作
「Sketches

」

（
２
０
２
１
年
）
か
ら
３
年
を

経
て
セ
カ
ン
ド
ピ
ア
ノ
ト
リ

オ
ア
ル
バ
ム
「Landscape

」
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。
前
作
は

Global Music Award 

の
コ

ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
部
門
に
て
シ
ル

バ
ー
メ
ダ
ル/

ア
ウ
ト
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
を

受
賞
し
、
同
年
の
年
間
ト
ッ
プ

ア
ル
バ
ム
の
一
つ
に
選
出
さ
れ

る
な
ど
好
評
を
博
し
た
。

　

本
作
は
同
じ
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
の
第
２
作

目
。
前
作
と
対
と
な
る
ア
ル
バ

ム
で
、
ア
ル
バ
ム
構
成
は
全
10

曲
中
８
曲
を
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
ア
ヘ
ッ
ド

ま
で
書
き
分
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
、
カ
バ
ー
曲
と
し
て
ジ
ャ
ズ

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
バ
ラ
ー
ド
の

名
曲
「Body and Soul

」、
ゴ

ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
の
「You Are 

the Living Word

」
を
オ
リ

ジ
ナ
ル
ア
レ
ン
ジ
で
収
録
。
今

年
１
月
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ

るAcoustic Recording

に
て

録
音
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
ベ
ー
シ
ス
ト
山

田
吉
輝
、ド
ラ
マ
ー
永
山
洋
輔
。

価
格
は
２
５
０
０
円
、
詳
細
は

https://diskunion.net/jazz/
ct/detail/1008838271

、

ま
た
デ
ジ
タ
ル
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
（
15
ド
ル
）
の
詳
細
は

https://junichiromataga.
bandcamp.com/album/
landscape

を
参
照
す
る
。

又賀純一郎
トリオが CD

セカンドアルバム「Landscape」

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
島
系
米

国
人
の
文
化
遺
産
継
承
月
間
を

記
念
し
、
グ
ラ
ミ
ー
博
物
館
は

５
月
14
日
（
火
）
午
後
７
時
30

分
か
ら
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ソ
ー
ダ
ス
ト

（National Sawdust

： 80 N 6th 
St, Brooklyn

）
で
日
本
の
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
の
女
王
と
称
さ
れ
る

Awich

の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
開
催
す
る
。

　
「Awich

と
過
ご
す
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
夜
」
と
題
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
は
、司
会
を
務
め
る
ジ
ェ

イ
ミ
ー
・
ド
ミ
ン
ゲ
ス
と
最
新

ア
ル
バ
ム
『THE UNION

』
の

創
作
プ
ロ
セ
ス
や
今
後
の
目
標

な
ど
に
関
す
る
ト
ー
ク
も
行
わ

れ
る
。Awich

は
、
グ
ラ
ミ
ー

博
物
館
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
の
一

人
と
し
て
登
場
す
る
。

　

沖
縄
生
ま
れ
のAwich

が

２
０
２
３
年
に
発
表
し
た
最
新

ア
ル
バ
ム
『THE UNION

』
で

は
、
自
分
の
ル
ー
ツ
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
深
く
掘
り
下
げ
、
ワ

イ
ル
ド
で
実
験
的
な
ビ
ー
ト
と

伝
統
的
な
沖
縄
音
楽
が
持
つ
明

る
く
繊
細
な
サ
ウ
ン
ド
を
融
合

さ
せ
て
い
る
。「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

に
出
会
っ
て
以
来
、
尊
敬
す
る

多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
よ
う

に
、
自
分
の
出
身
地
を
表
現
す

る
作
品
を
作
る
こ
と
が
私
の
夢

で
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

入
場
料
は
65
ド
ル
65
セ
ン

ト
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

nationalsawdust.org/event/
the-gram

m
y-m

useum
-

presents-a-new-york-evening-
with-awich

Awich
と過ごすNYの夜
グラミー博物館で

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.nationalsawdust.org/event/the-grammy-museum-presents-a-new-york-evening-with-awich
ttps://diskunion.net/jazz/ct/detail/1008838271
https://junichiromataga.bandcamp.com/album/landscape


げ
さ
に
話
し
、
見
て
い
る
人

に
伝
え
よ
う
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ぼ
く
ら
は
、

グ
ル
ー
プ
で
は
、
互
い
に
見

合
い
、「
も
う
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ

く
り
話
し
た
方
が
い
い
よ
」、

「
重
要
な
部
分
は
、
も
う
少
し

強
調
し
た
方
が
い
い
よ
」
な

ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
リ
ハ
ー

サ
ル
で
は
、
い
い
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
番
当
日
、
大
勢
の
観
客
に

見
ら
れ
て
い
る
な
か
、
ス
テ

ー
ジ
に
立
っ
て
み
る
と
、
思

っ
た
よ
り
緊
張
せ
ず
、
ぼ
く

は
今
ま
で
練
習
し
た
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
、
最
高
の
プ

レ
ゼ
ン
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

結
果
的
に
総
合
優
勝
は
、

他
の
グ
ル
ー
プ
で
し
た
が
、

ぼ
く
ら
「
二
分
間
の
冒
険
チ

ー
ム
」
は
、
来
賓
・
保
護
者
・

教
職
員
部
門
で
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ぼ
く
ら
が
グ
ル
ー
プ
で

協
力
し
、
精
一
杯
努
力
し
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く

は
、
こ
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

で
チ
ー
ム
で
協
力
す
る
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
二
分
間

の
冒
険
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
が
い
た
か
ら
、
ぼ
く
は
、

こ
こ
ま
で
頑
張
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
来
年
も
新
し
い

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
協

力
し
て
、
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
来
年
は
、

総
合
優
勝
し
た
い
で
す
。 

　
　

   　
（
滞
米
６
年
２
か
月
）

　

十
月
に
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く
ら
、
五
、六
年
生
は
「
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル 

頂
上
決
戦

２
０
２
３
」
と
い
う
演
目
の

中
で
、
本
の
魅
力
を
紹
介
し
、

ど
の
グ
ル
ー
プ
の
本
の
紹
介

が
一
番
良
か
っ
た
か
を
競
い

合
う
書
評
合
戦
の
決
勝
戦
を

行
い
ま
し
た
。 

　

八
月
に
あ
っ
た
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
予
選
で
勝
ち
上
が
っ

た
五
つ
の
本
に
五
、六
年
が
集

い
、
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、

決
勝
戦
に
挑
み
ま
す
。
ぼ
く

は
、
予
選
で
負
け
て
し
ま
い
、

悔
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
予

選
を
勝
ち
上
が
っ
た
本
の
中

に
、
す
ご
く
魅
力
が
伝
わ
り
、

「
読
ん
で
み
た
い
」
と
思
う
本

が
あ
っ
た
の
で
、
ぼ
く
は
そ

の
本
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま

し
た
。
そ
の
本
は
、「
二
分
間

の
冒
険
」
で
す
。
こ
の
本
を

読
ん
で
み
る
と
主
人
公
悟
の

冒
険
し
て
い
る
姿
、
自
分
の

一
番
確
か
な
も
の
、
そ
し
て

最
後
に
題
名
の
意
味
が
分
か

る
と
こ
ろ
が
、
す
ご
く
お
も

し
ろ
く
、
こ
の
本
を
選
ん
で

よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。　

 

　

最
初
に
ぼ
く
ら
は
、
台
本

を
作
り
ま
し
た
。
ど
う
し
た

ら
「
本
の
魅
力
が
伝
わ
る
か

な
」、
ど
う
し
た
ら
見
て
い
る

人
た
ち
に
「
読
ん
で
み
た
い
」

と
思
わ
せ
ら
れ
る
か
な
と
、

グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
一

回
中
間
報
告
会
当
日
。
こ
の

日
は
、
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

一
組
ず
つ
み
ん
な
の
前
で
発

表
し
、
見
て
い
る
人
た
ち
が
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
の
改
善
点
を

ふ
せ
ん
に
書
き
ま
し
た
。
ぼ

く
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、「
話

の
内
容
が
分
か
り
づ
ら
い
」

な
ど
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

思
っ
て
い
た
よ
り
、
悪
い
と

こ
ろ
が
あ
り
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
ぼ
く
ら
は
、
こ
の

こ
と
か
ら
、
お
す
す
め
の
理

由
を
「
協
力
」
と
は
っ
き
り

さ
せ
て
、
一
か
ら
台
本
を
作

り
直
し
ま
し
た
。
あ
ら
す
じ

や
お
す
す
め
の
理
由
を
詳
し

く
書
い
て
、
よ
り
良
い
発
表

が
で
き
る
よ
う
に
家
で
練
習

を
し
た
り
、
休
み
時
間
に
台

本
を
直
し
た
り
し
て
、
で
き

る
だ
け
の
努
力
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
二
回
中
間
報
告

会
。
ぼ
く
ら
は
、
表
現
の
仕

方
に
気
を
付
け
て
、
発
表
を

し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
あ
ら

す
じ
が
良
く
な
っ
た
」
な
ど

と
、
内
容
面
で
は
、
前
よ
り

い
い
事
が
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
「
も
う
少
し
ゆ

っ
く
り
話
し
た
方
が
い
い
」

な
ど
と
表
現
の
仕
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、先
生
か
ら
「
今
回
は
、

劇
で
は
な
い
け
れ
ど
、
劇
で

演
技
を
し
て
い
る
よ
う
に
大

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）5月4日（土）
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「
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
諒
輔

　

ぼ
く
の
い
え
に
は
、
い
ぬ
が

い
ま
す
。な
ま
え
は
ミ
ミ
で
す
。

二
ね
ん
ま
え
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ブ
に
、
シ
ェ
ル
タ
ー
に
あ
い
に

い
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
す
ぐ
に

き
に
い
っ
て
、「
こ
の
こ
が
い

い
！
」
と
、
い
い
ま
し
た
。
そ

う
し
て
ミ
ミ
は
、
か
ぞ
く
に
な

り
ま
し
た
。

　

ミ
ミ
は
、
さ
い
し
ょ
は
と
て

も
こ
わ
が
り
で
し
た
。
で
も
、

み
ん
な
で
ま
い
に
ち
か
わ
い
が

っ
て
だ
い
じ
に
し
て
、
す
こ
し

ず
つ
こ
わ
が
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
げ
ん
き
に
な
っ
て
、
お
も

ち
ゃ
で
あ
そ
ぶ
よ
う
に
も
な
り

ま
し
た
。
ぼ
く
が
ボ
ー
ル
を
な

げ
る
と
、
は
し
っ
て
と
り
に
い

き
ま
す
。
と
て
も
か
わ
い
い
で

す
。

　

ミ
ミ
が
か
ぞ
く
に
な
っ
て
く

れ
て
、
し
あ
わ
せ
で
す
。
ミ
ミ

が
な
が
い
き
し
て
、
ず
ー
っ
と

い
っ
し
ょ
に
い
れ
ま
す
よ
う

に
。　
　
　

   　
（
滞
米
６
年
）

  「楽しいサッカー」
　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４

　　　　　　　　　　　　　　相原　裕心

　

私
は
小
学
校
二
年
生
の
頃

か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま

す
。
習
い
始
め
た
理
由
は
、

学
校
で
友
達
が
ピ
ア
ノ
を
弾

い
て
い
る
の
を
見
て
、
か
っ

こ
い
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

日
本
に
い
た
こ
ろ
は
近
所
の

ピ
ア
ノ
の
先
生
か
ら
習
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
先
生
は
、

弾
く
と
き
の
気
持
ち
を
上
手

く
表
現
し
て
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
今
は
、
近
く

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い

る
ア
メ
リ
カ
人
の
先
生
か
ら

習
っ
て
い
ま
す
。
今
の
先
生

と
は
英
語
で
話
さ
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
が
、
教
え
る
ピ
ア

ノ
の
専
門
用
語
は
日
本
語
と

英
語
で
同
じ
よ
う
に
使
う
の

で
、
言
っ
て
い
る
こ
と
は
だ

い
た
い
わ
か
り
ま
す
。

　

私
が
好
き
な
弾
き
方
は
ス

タ
ッ
カ
ー
ト
と
い
う
、
音
を

短
く
切
る
弾
き
方
で
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
耳
で
聞
い

て
楽
し
げ
な
感
じ
が
す
る
か

ら
で
す
。
そ
し
て
私
は
、
速

く
弾
く
こ
と
も
好
き
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
速
く
弾

い
て
い
て
と
て
も
楽
し
い
か

ら
で
す
。
私
が
得
意
な
弾
き

方
は
音
も
弱
く
弾
く
こ
と
で

す
。
そ
し
て
私
が
苦
手
な
弾

き
方
は
、
鍵
盤
に
指
が
つ
い

た
状
態
か
ら
音
を
強
く
弾
く

こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
力
を
上
手
く
指
に
伝
え

ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。
私
は

そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、

日
々
指
の
練
習
を
す
る
と
き

に
音
を
強
く
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
レ

ガ
ー
ト
と
い
う
音
の
間
を
切

れ
目
な
く
な
め
ら
か
に
弾
く

こ
と
も
苦
手
で
す
。
私
は
そ

れ
を
克
服
す
る
た
め
に
指
の

練
習
の
と
き
に
、
で
き
る
だ

け
レ
ガ
ー
ト
に
弾
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
弾
く
曲
を
練

習
す
る
と
き
の
工
夫
は
、
ま

ず
、
右
手
と
左
手
を
別
々
に

ゆ
っ
く
り
と
弾
く
こ
と
で
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
い
き
な

り
両
手
で
弾
く
よ
り
も
弾
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
両
手
で

だ
い
た
い
弾
け
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
次
に
音
の
強
弱
を

入
れ
て
行
き
ま
す
。

　

私
が
今
ま
で
弾
い
て
き
た

　

み
な
さ
ん
は
、
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
で
す
か
？
ぼ
く
は
サ

ッ
カ
ー
が
好
き
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
は
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

以
外
は
足
し
か
使
え
な
い
ル

ー
ル
で
す
。
ぼ
く
は
、
足
だ

け
と
い
う
決
ま
り
の
中
で
、

お
た
が
い
に
パ
ス
を
回
し
合

っ
て
ゴ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
た

と
き
の
「
や
っ
た
！
」
と
い

う
気
持
ち
が
た
ま
ら
な
い
で

す
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
、
友
だ
ち
と

仲
良
く
な
る
に
は
う
っ
て
つ

け
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
ボ
ー
ル
と
そ
れ
な
り

の
ス
ペ
ー
ス
さ
え
あ
れ
ば
、

ど
こ
で
も
す
ぐ
に
始
め
ら
れ

る
か
ら
で
す
。「
パ
ス（
ミ
ー
）」

「
ゴ
ー
」
な
ど
超
か
ん
た
ん
な

言
葉
だ
け
し
ゅ
ん
時
に
使
え

れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
大
丈
夫
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
は
個
人

の
わ
ざ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

両
方
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
は
足
を
メ
イ
ン
に

使
い
ま
す
。
で
も
、
足
を
う

ま
く
使
っ
て
ボ
ー
ル
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
む
ず
か

し
い
で
す
。
足
は
、
手
や
手

の
指
と
は
ち
が
っ
て
、
ふ
だ

ん
か
ら
細
か
い
動
き
を
す
る

習
か
ん
が
な
い
の
で
、
サ
ッ

カ
ー
の
た
め
の
練
習
を
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
で
も
、

だ
か
ら
こ
そ
、
ふ
通
で
は
で

き
な
い
よ
う
な
正
か
く
な
パ

ス
が
で
き
た
り
、
相
手
を
こ

ん
ら
ん
さ
せ
る
よ
う
な
細
か

い
ド
リ
ブ
ル
、
ト
ラ
ッ
プ
が

で
き
た
り
す
る
と
、
楽
し
さ

が
増
し
ま
す
。

　

で
も
、
こ
人
の
わ
ざ
だ
け

で
は
チ
ー
ム
は
強
く
な
り
ま

せ
ん
。
サ
ッ
カ
ー
は
１
対
１

で
や
る
ゲ
ー
ム
で
は
な
い
か

ら
で
す
。
自
分
や
チ
ー
ム
の

誰
か
だ
け
が
う
ま
く
て
も
、

相
手
チ
ー
ム
の
ふ
く
数
の
人

た
ち
に
囲
ま
れ
た
ら
、
ボ
ー

ル
は
ゴ
ー
ル
に
は
つ
な
が
ら

な
い
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
声
を
か
け

合
い
、
パ
ス
を
ま
わ
し
て
つ

な
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
足
は
速
く
な
く
て

も
パ
ス
が
正
か
く
だ
っ
た
り
、

パ
ス
を
受
け
て
す
ば
や
く
ド

リ
ブ
ル
で
前
に
進
め
た
り
、

相
手
の
ボ
ー
ル
を
う
ま
く
カ

ッ
ト
し
た
り
、
得
意
な
こ
と

は
人
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
、
協
力
し
合
っ
て
ゴ

ー
ル
を
決
め
る
こ
と
は
、
サ

ッ
カ
ー
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
も
自

分
が
得
意
な
ス
ピ
ー
ド
を
い

か
し
た
プ
レ
イ
の
練
習
を
つ

み
か
さ
ね
つ
つ
、
パ
ス
が
正

か
く
に
で
き
る
よ
う
に
、
的

に
当
て
る
練
習
を
し
て
、
も

っ
と
サ
ッ
カ
ー
を
う
ま
く
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

友
だ
ち
に
も
コ
ツ
を
聞
い
て
、

も
っ
と
も
っ
と
サ
ッ
カ
ー
を

楽
し
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

  　
（
滞
米
１
年
）

曲
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
好
き
な
曲
は
、
短

調
で
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
曲
と
、

ス
タ
ッ
カ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
る
元
気
な
曲
で
す
。

例
え
ば
、
短
調
の
曲
で
は
、「
タ

ラ
ン
テ
ラ
」
や
「
エ
リ
ー
ゼ

の
た
め
に
」、
元
気
な
曲
で
は

「
人
形
と
夢
の
目
覚
め
」
や
「
す

な
お
な
心
」
な
ど
で
す
。

　

私
は
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
に

三
回
参
加
し
て
い
て
、
一
回

目
は
「
す
み
れ
」、
二
回
目
は

「
人
形
と
夢
の
目
覚
め
」
と
先

生
と
連
弾
し
た
「
リ
ュ
ー
ト

プ
レ
ー
ヤ
ー
」、
三
回
目
は

「
ト
ル
コ
行
進
曲
（
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
作
曲
）」
と
「
エ
リ
ー
ゼ

の
た
め
に
」
を
弾
き
ま
し
た
。

一
回
目
と
二
回
目
の
発
表
会

は
日
本
で
、
大
き
な
音
楽
ホ

ー
ル
だ
っ
た
の
で
、
結
構
緊

張
し
ま
し
た
が
、
弾
き
始
め

た
ら
緊
張
は
な
く
な
っ
て
、

上
手
く
弾
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
三
回
目
は
、
去
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
前
に
ア
メ
リ
カ

人
の
先
生
の
部
屋
で
ピ
ア
ノ

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
人

数
が
少
な
め
だ
っ
た
の
で
ほ

と
ん
ど
緊
張
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
直
前
に
風
邪
を
ひ
い
て

い
て
練
習
が
あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
結
構
上

手
く
弾
け
て
、
先
生
に
ほ
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
今
、「
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
」

と
い
う
曲
を
練
習
中
で
す
。

こ
の
曲
は
先
生
に
す
す
め
ら

れ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
綺

麗
な
曲
で
す
。
右
手
は
結
構

簡
単
で
す
が
、
左
手
は
す
ご

く
難
し
い
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
左
手
の
音
域
が
と

て
も
広
く
て
大
変
だ
か
ら
で

す
。
こ
れ
を
上
手
く
弾
け
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
、
毎
日
、

右
手
と
左
手
を
一
回
ず
つ
弾

き
、
両
手
で
合
わ
せ
て
二
、三

回
弾
い
て
い
ま
す
。
こ
の
曲

は
次
の
発
表
会
で
弾
く
か
も

し
れ
な
い
の
で
、
一
生
け
ん

命
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
先
、「
ト
ル
コ
行

進
曲
（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
）」

と
「
子
犬
の
ワ
ル
ツ
」
を
弾

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
ス
ピ
ー
ド
が
速
め

で
、「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
で
は

短
調
な
と
こ
ろ
や
元
気
な
と

こ
ろ
が
あ
り
、
私
好
み
の
曲

な
の
で
、
一
年
後
に
は
弾
け

る
よ
う
に
練
習
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

私
は
ず
っ
と
ピ
ア
ノ
の
練
習

を
続
け
て
難
し
い
曲
を
弾
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
11
か
月
）

「
私
と
ピ
ア
ノ
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
都
　
葵

  「ぼくのいぬ」
　　　　　ニューヨーク補習授業校W校小１

　　　　　　　　　　　　　ふかや　ゆうと

http://www.newjersryjapaneseschool.org
https://www.joes.or.jp/
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ウ
ォ
ー
ル
街
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
が
交
差
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
証
券
取
引
所
の
真
裏
に
位
置
し
、
そ
の
住
所
の
通
り
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
金
融
エ
リ
ア
を
代
表
す
る
中
心
地
に
そ
び
え
立

つ
新
改
築
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
「One Wall Street

」。
以
前

は
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ロ
ン
が
本
社
を

構
え
て
い
た
ビ
ル
だ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
数
多
く
の
有
名

高
層
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を
手
掛
け
る
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

Macklowe

社
が
、
歴
史
あ
る
ア
ー
ル
デ
コ
建
築
の
外
観
を

残
し
つ
つ
５
６
６
世
帯
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
と
し
て
新
し
く

息
を
吹
き
返
え
ら
せ
た
。
建
物
の
低
層
フ
ロ
ア
に
は
人
気
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
が
既
に
開
店
し
、

今
年
後
半
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
老
舗
デ
パ
ー
ト
、
プ
ラ
ン
タ
ン

（
Ｎ
Ｙ
）
が
米
国
初
出
店
を
予
定
し
て
い
る
。

　

複
数
の
地
下
鉄
駅
に
も
徒
歩
圏
内
で
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
や

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良

い
。
高
層
38
、
39
階
に
は
住
人
専
用
の
ジ
ム
・
プ
ー
ル
・
ク

ラ
ブ
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
テ
ラ
ス
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
・

プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
る
。
充
実
し
た
共
用
施
設

を
備
え
、
各
共
用
フ
ロ
ア
か
ら
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
や
自
由
の
女
神
、
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
も
望
め
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
1
バ
ス
ル
ー
ム
、
3

メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
の
あ
る
天
井
で
、
ハ
イ
エ
ン
ド
の

キ
ッ
チ
ン
、
部
屋
に
は
洗
濯
乾
燥
機
が
付
い
て
い
る
。
ウ

ォ
ー
ク
イ
ン
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
も
あ
り
収
納
ス
ペ
ー
ス
も
充

実
し
て
い
る
。
無
料Wifi 

と
、
同
ビ
ル
内
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
も
購
入
者
に
５

年
間
無
料
で
付
く
（
年
間
３
０
０
０
ド
ル
相
当
）。
販
売

価
格
は
１
５
３
万
５
０
０
０
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

６
４
６
・
７
７
１
・
４
２
５
６
、
Ｅ
メ
ー
ル　jyamada@

redacinc.com 　
山
田
さ
ん

（
写
真
提
供
・
リ
ロ　

リ
ダ
ッ
ク
）

金融街の象徴的レジデンス

　
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ

リ
ソ
ン
駅
隣
接
図
書
館
前
の
公

園
で
６
月
２
日
︵
日
︶
日
本
祭

り
が
開
催
さ
れ
る
。
企
画
と
主

催
は
ハ
リ
ソ
ン
高
校
の
日
本
人

生
徒
40
人
以
上
が
所
属
す
る
生

徒
団
体
﹁
い
ち
し
ぶ
﹂。
日
本

人
同
士
で
米
国
の
勉
強
を
助
け

合
う
こ
と
を
目
的
に
昨
年
３
月

に
設
立
さ
れ
た
。
毎
週
金
曜
日

の
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
、
メ

ン
バ
ー
間
の
結
束
が
強
ま
り
、

日
本
の
良
さ
や
文
化
を
現
地
の

人
に
も
伝
え
た
い
と
日
本
祭
り

を
企
画
し
た
。
日
本
食
料
品
店

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
が
食
材
供

給
や
寿
司
店
Ｈ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
が

商
品
券
、
旅
行
代
理
店
会
社
ア

ム
ネ
ッ
ト
が
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
と
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
の
2

つ
の
ブ
ー
ス
の
出
店
な
ど
地
元

の
協
力
も
取
り
付
け
た
。

　
当
日
は
折
り
紙
、
書
道
な
ど

日
本
文
化
紹
介
、
輪
投
げ
、
モ

グ
ラ
叩
き
な
ど
の
ゲ
ー
ム
、
焼

き
そ
ば
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
焼
き
と
う

も
ろ
こ
し
な
ど
の
フ
ー
ド
の
ブ

ー
ス
が
出
店
す
る
。
会
場
で
は

能
登
半
島
地
震
の
情
報
を
ま
と

め
て
地
震
被
害
の
深
刻
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
、
被
災
地
支
援
の

募
金
も
行
う
。

　
現
在
主
催
者
側
で
は
当
日
の

会
場
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ス

テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
出

演
者
、
協
力
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募

集
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
中
学
生
以
上
で
社
会
人
も

可
。
ス
テ
ー
ジ
出
演
は
日
本
文

化
に
関
係
す
る
音
楽
ま
た
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
が

条
件
。
そ
れ
ぞ
れ
の
応
募
は
次

の
リ
ン
ク
か
ら
。

■ボランティア＝
https://forms.gle/Nvpm9tFFxHzshCsq8
■ステージ出演者＝
https://forms.gle/XQrHrsxnqNzssLxJ8
■問い合わせ
Ｅメール　harrisonjapanesefestival@gmail.com　江尻さん

ハリソンで
日本祭り開催
６月２日（日）駅前公園で

ハ
リ
ソ
ン
高
校
の

日
本
人
生
徒
団
体
が
企
画

https://www.redacinc.com/
https://forms.gle/Nvpm9tFFxHzshCsq8
https://forms.gle/XQrHrsxnqNzssLxJ8
mailto:harrisonjapanesefestival@gmail.com
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前
回
、
実
行
機
能
の
14
の
機

能
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
機
能
は
我
々
の
生
活
の
大

事
な
場
面
、特
に
学
業
や
仕
事
、

ま
た
人
間
関
係
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
実
行
機
能
が
弱
け
れ

ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
よ
く
見

ら
れ
る
も
の
に
は
、
勉
強
・
仕

事
が
な
か
な
か
始
め
ら
れ
な

い
、
物
事
が
完
遂
で
き
な
い
、

忘
れ
物
・
失
く
し
物
が
多
い
、

何
度
言
わ
れ
て
も
や
ら
な
い
、

宿
題
し
て
も
出
す
の
を
忘
れ

る
、
自
分
で
考
え
て
行
動
し
な

い
、
カ
バ
ン
の
中
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ

ち
ゃ
、
宿
題
す
る
よ
り
始
め
る

の
に
時
間
が
か
か
る
、
物
事
の

優
勢
順
位
が
つ
け
ら
れ
な
い
、

計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
、
立
て

て
も
そ
れ
に
沿
え
な
い
、
好
き

な
こ
と
は
進
ん
で
や
る
の
に
や

る
べ
き
こ
と
は
し
な
い
、
時
間

に
ル
ー
ズ
、
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
と
逆
上
す
る
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

で
は
親
や
教
師
は
ど
う
支
援

し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
は
子
ど
も
の
実
行
機

能
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ど
の
種
類
の
実
行
機

能
が
ど
の
程
度
強
い
・
弱
い
の

か
に
は
大
き
な
個
人
差
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
の
状
態
を
正
し

く
把
握
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
大
切
な
の
は
、
怠
け

や
反
抗
に
見
え
る
子
ど
も
の
行

動
の
中
に
は
、
実
は
実
行
機
能

の
不
全
や
成
熟
の
遅
れ
に
起
因

す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

Ａ
君
の
例
を
あ
げ
ま
す
。
彼

は
宿
題
や
課
題
を
す
る
の
に
必

要
な
物
を
全
て
揃
え
ず
、
す
ぐ

飛
び
つ
い
て
始
め
る
傾
向
が
強

い
で
す
。
宿
題
す
る
の
に
必
要

な
教
科
書
や
道
具
を
家
に
持
ち

帰
る
の
を
忘
れ
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
宿
題

を
始
め
て
か
ら「
〇
〇
が
な
い
」

と
必
要
な
物
が
な
い
こ
と
に
気

づ
く
た
め
作
業
が
中
断
し
て
し

ま
い
ま
す
。
さ
て
こ
れ
は
ど
の

実
行
機
能
の
つ
ま
ず
き
か
ら
起

こ
る
で
し
ょ
う
か
。「
自
己
抑

制
」、「
も
の
の
整
理
」、「
計
画
・

構
造
化
」が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
宿
題
の
完
了
に
何
が
必

要
か
、
事
前
に
全
体
を
見
通
し

て
段
取
り
を
立
て
た
り
、
先
に

必
要
に
な
る
も
の
は
何
か
を
予

測
す
る
力
が
も
と
も
と
弱
い
の

で
す
。
そ
れ
で
は
Ａ
君
に
は
ど

ん
な
支
援
が
必
要
で
し
ょ
う

か
。
た
だ
単
に
「
忘
れ
物
し
な

い
よ
う
に
ね
」
と
注
意
す
る
だ

け
で
十
分
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
違
い
ま
す
。
ま
ず
は
彼
が
ど

の
時
点
で
つ
ま
づ
い
て
い
る
か

を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
宿
題

に
必
要
な
物
が
何
か
を
把
握
で

き
て
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
必

要
な
も
の
が
わ
か
っ
て
い
て
も

そ
れ
ら
を
持
ち
帰
る
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
う
の
か
、
あ
る
い
は

た
と
え
全
部
持
ち
帰
っ
た
と
し

て
も
、
全
て
揃
え
て
か
ら
宿
題

を
始
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

そ
し
て
つ
ま
づ
き
が
見
ら
れ
る

段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
必
要
な

こ
と
が
で
き
る
よ
う
具
体
的
に

対
処
法
を
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
の
で
す
。
例
え
ば
「
図

形
に
関
す
る
宿
題
の
時
に
は
○

○
が
必
要
」な
ど
の
課
題
別「
持

ち
帰
る
も
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
見
る

こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
見
る
こ
と

が
習
慣
に
な
る
ま
で
先
生
に
リ

マ
イ
ン
ド
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害

の
人
は
「
適
応
・
柔
軟
性
」「
セ

ル
フ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」「
感

情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に
顕
著
に

つ
ま
づ
き
が
見
ら
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に

は
、実
行
機
能
の
「
自
己
抑
制
」

「
計
画
・
構
造
化
」「
意
図
的
注

意
」「
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
」

に
顕
著
な
つ
ま
づ
き
が
あ
り
ま

す
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
場
合
、
こ
の

４
種
類
の
機
能
が
30
％
、
あ
る

い
は
５
年
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

中
学
生
に
な
り
他
の
こ
と
は
で

き
て
い
て
も
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子

は
「
注
意
力
を
持
続
す
る
」「
忘

れ
物
・
失
く
し
も
の
を
し
な
い
」

「
授
業
中
の
私
語
を
が
ま
ん
す

る
」「
必
要
な
情
報
を
課
題
完

了
ま
で
覚
え
て
お
く
」
な
ど
が

小
２
程
度
の
成
熟
レ
ベ
ル
で
あ

っ
て
も
不
思
議
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
実
行
機
能
が
弱
い

の
は
本
人
の
せ
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
ま
れ
な
が
ら
の
脳
の

特
性
か
ら
起
こ
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
を
責
め
た
り
叱
っ
た
り

す
る
こ
と
は
状
況
改
善
に
効
果

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
改
善

で
き
る
部
分
を
親
・
教
師
と
し

て
ど
う
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
」

と
い
う
視
点
で
子
ど
も
を
支
援

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

実行機能って何？～できるのにやらない、何度言っ
てもやらないあの子を理解し対応する方法～（後編）
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非
営
利
団
体
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
・
パ
ー
ク
・
コ

ン
サ
ー
バ
ン
シ
ー
は
５
月
18
日

（
土
）
午
前
11
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
、
春
祭
り
「
サ
ウ
ン
ド

＆
カ
ラ
ー
！
」
を
ピ
ア
５
で
開

催
す
る
。

　

同
団
体
は
年
間
を
通
し
て
教

育
や
文
化
、
娯
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
る
。色
と
文
化
、

ユ
ニ
テ
ィ
（
団
結
）
を
テ
ー
マ

に
春
を
祝
う
今
年
の
春
祭
り
の

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
年
で

１
度
だ
け
市
民
が
参
加
で
き
る

凧
あ
げ
で
、自
慢
の
凧
を
持
参
、

現
地
で
購
入
、
ま
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
作
っ
た
凧
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。初
心
者
で
も
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
カ
リ
ブ

の
豊
か
な
歴
史
と
伝
統
に
基
づ

い
た
凧
あ
げ
を
指
導
す
る
。
当

日
は
ラ
イ
ブ
演
奏
や
屋
台
も
出

店
す
る
ほ
か
、
主
催
者
曰
く
、

文
化
や
科
学
、
芸
術
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
たSTEAM

概
念
に

沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰

も
が
一
緒
に
楽
し
め
る
。

　

参
加
費
無
料
。
当
日
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
詳
細

は
公
式
サ
イ
トhttps://

brooklynbridgepark.org/

を
参
照
す
る
。

凧をあげよう！
ブルックリン公園で
１日限りの春祭り

http://kiku-ny.com
http://www.furumoto.com
https://able-nw.com/newyork/
http://www.startsnewyork.com
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://www.nykoshin.com
tel:9176780297
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
http://snsrealty.com/
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
https://brooklynbridgepark.org/
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Ｎ
Ｙ
か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ

湖
畔
の
サ
ウ
ナ 

in 

ヘ
ラ
ス
ガ
ー
デ
ン

　

最
近
は
世
の
中
の
流
れ
の
様

変
わ
り
が
速
く
風
の
ま
ま
に
と

言
っ
て
も
戸
惑
う
事
は
多
い
で

す
ね
。
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

な
っ
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

の
カ
ジ
キ
ズ
シ
ヨ
ー
も
何
の
根

拠
も
ス
ポ
ン
サ
ー
も
無
く
も
今

年
の
10
月
3
日
に
第
12
回
目
で

す
。

　

社
会
貢
献
と
私
の
趣
味
で

始
め
た
無
料
招
待
イ
ベ
ン

ト
。
身
近
な
人
か
ら
得
た

情
報
で
出
演
を
希
望
す
る

「JapanesestyleSHOW

」
に

相
応
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お

会
い
し
ま
す
。
ア
マ
、
セ
ミ
プ

ロ
、
プ
ロ
が
一
帯
で
混
在
と
し

ま
す
。
今
年
は
候
補
に
女
性
の

居
合
抜
き
の
チ
ー
ム
の
面
々
。

沖
縄
の
民
謡
舞
踊
家
チ
ー
ム
の

10
名
。
イ
ン
ド
舞
踊
家
に
プ
ロ

の
フ
ル
ー
ト
奏
者
や
新
進
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
、
声
優
で
昭

和
歌
謡
の
歌
手
な
ど
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
の
方
々
と
こ
れ
か
ら
面

談
し
た
り
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

や
り
ま
す
。

　

勿
論
、
定
番
の
花
や
着
物
ド

レ
ス
や
着
物
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
参
加
の
出
演
者
も
い
ま

す
。
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
こ
れ
が

今
の
日
本
だ
！

イ
ッ
ツ
ザ
・
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
！
」。

今
回
も
12
回
目

の
開
催
に
何
と

か
漕
ぎ
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

以
前
か
ら
私
は

知
り
合
い
や
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

方
に
も
梶
木
さ

ん
は
何
故
に
無

料
公
演
を
続
け

て
る
の
か
？
と

問
わ
れ
ま
す
。

端
的
に
言
え
ば

出
演
者
が
ワ
ー

ク
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
も
な

く
て
も
世
界
へ

の
登
竜
門
に
な

る
感
は
あ
り
ま

す
ね
。
本
来
は

三
原
綱
木
さ
ん

や
長
山
洋
子
さ

ん
小
柳
ゆ
き
さ

ん
な
ど
の
芸
能

界
の
大
御
所
や

中
堅
の
方
々
が

行
く
と
確
か
に

集
客
は
楽
だ
し

早
い
で
す
ね
。

三
原
綱
木
さ
ん
熱
唱

64

し
か
し
残
念
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
若
い
人
達
に
は
浸
透
し

て
な
か
っ
た
り
で
す
。
思
い
出

す
の
は
コ
ロ
ナ
の
前
に
私
が
小

学
生
の
頃
に
憧
れ
て
た
エ
ド
・

サ
リ
ヴ
ァ
ン
・
シ
ョ
ー
に
出
て

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
初
来
日
公
演
で

客
演
で
出
た
ブ
ル
ー
・
コ
メ
ッ

ツ
の
三
原
綱
木
さ
ん
と
御
一
緒

に
渡
米
し
た
時
に
Ｎ
Ｙ
総
領
事

館
で
当
時
の
山
野
内
大
使
に
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
山
野
内
大

使
は
そ
の
ブ
ル
ー
・
コ
メ
ッ
ツ

が
一
世
を
風
靡
し
た
「
ブ
ル
ー

シ
ャ
ト
ー
」
を
大
使
の
部
屋
で

響
か
せ
て
我
々
を
迎
え
て
頂
き

ま
し
た
。
大
使
が
政
府
の
要
人

で
も
楽
し
く
カ
ル
チ
ャ
ー
談
議

の
会
話
が
弾
み
ま
す
。や
は
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
日
本
政
府

代
表
部
の
方
々
も
そ
う
で
す
が

皆
さ
ん
が
フ
ラ
ン
ク
な
気
が
し

ま
す
。日
本
で
は
何
か
と
芸
能
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
扱
い
が
欧
米

と
は
違
う
気
が
し
ま
す
。
日
本

の
歌
で
歌
手
や
映
画
で
の
俳
優

が
世
界
を
席
巻
す
る
日
が
来
る

こ
と
を
願
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

ね
。
逆
に
日
本
の
ア
ニ
メ
は
世

界
を
凌
駕
し
て
ま
す
が
日
本
で

は
逆
に
取
り
扱
い
が
小
さ
い
様

な
気
が
し
ま
す
。
全
て
私
見
で

す
け
ど
業
界
に
忖
度
や
村
社
会

の
掟
で
は
な
く
良
い
も
の
は
良

い
と
言
う
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
重
視

の
風
潮
が
く
れ
ば
い
い
で
す
よ

ね
。
良
い
例
は
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
で
す
。

我
々
の
子
供
の
頃
を
考
え
れ
ば

ま
さ
に
漫
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
の

世
界
で
す
。
日
本
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
世
界
へ
通
じ
る
。
切
に

そ
の
時
代
に
夢
を
託
し
た
い
も

の
で
す
。
そ
う
か
と
思
え
ば
リ

ニ
ア
新
幹
線
は
私
の
子
ど
も
の

頃
か
ら
の
夢
の
実
現
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
未
だ
に
完
成
の
目

処
つ
か
な
い
と
の
発
表
で
す
。

世
の
中
は
素
早
く
変
わ
る
と
こ

ろ
と
中
々
進
ま
ぬ
事
と
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
ね
。
政
治
家
の

世
界
の
実
態
も
変
わ
ら
な
い
し

芸
能
界
も
中
々
旧
態
依
然
と
し

た
体
質
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の

一
筋
縄
で
行
か
ぬ
人
生
も
ま
た

そ
れ
も
人
生
で
す
ね
。
深
く
た

め
息
を
つ
く
も
懸
命
に
正
し
く

生
き
る
事
が
大
事
で
す
。
自
分

に
言
い
聞
か
せ
ま
す
。　

 （
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

　
1
月
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首

都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
行
っ
て

き
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
約

7
時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
、
真
っ

白
な
雪
に
覆
わ
れ
た
空
港
に
着

陸
。
市
バ
ス
と
メ
ト
ロ
を
乗
り

継
い
で
ホ
テ
ル
ま
で
行
く
。
乗

り
換
え
駅
の
近
く
に
あ
っ
た
ス

モ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
入
っ
た
。

寒
い
、
寒
す
ぎ
る
。
喫
煙
を
楽

し
む
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
吐
く

息
が
煙
草
の
煙
の
様
だ
。
鼻
水

が
出
て
、
顔
面
は
う
っ
す
ら
と

凍
り
つ
い
た
。
早
く
サ
ウ
ナ
に

入
り
た
い
。

　

ホ

テ

ル

は

地

下

鉄

Skanstull

駅
ま
で
徒
歩
1
分

の
場
所
。
朝
食
付
き
1
泊
約
90

ド
ル
の
部
屋
は
思
っ
た
よ
り
も

広
く
清
潔
。
早
め
に
予
約
し
た

甲
斐
が
あ
っ
た
。
部
屋
に
あ
る

﹁
ど
う
ぞ
サ
ウ
ナ
に
持
っ
て
行

っ
て
下
さ
い
﹂
と
言
わ
ん
ば
か

り
の
特
大
バ
ス
タ
オ
ル
を
バ
ッ

ク
パ
ッ
ク
に
押
し
込
ん
で
、
い

よ
い
よ
北
欧
サ
ウ
ナ
デ
ビ
ュ

ー
。

　
ホ
テ
ル
の
サ
ウ
ナ
が
予
約
制

だ
っ
た
の
で
、
フ
ロ
ン
ト
の
愛

想
の
良
い
女
性
が
教
え
て
く
れ

た
近
所
の
プ
ー
ル
に
併
設
さ
れ

た
サ
ウ
ナ
に
向
か
う
。
午
後
4

時
過
ぎ
、
外
は
暗
い
。
ホ
テ
ル

の
左
隣
は
公
園
、
右
隣
は
美
し

い
青
年
が
1
人
で
英
語
と
フ
ラ

ン
ス
語
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
を

使
っ
て
切
り
盛
り
し
て
る
カ
フ

ェ
。
公
園
と
ホ
テ
ル
の
間
の
一

本
道
の
突
き
当
た
り
が
プ
ー
ル

施
設
。

　
扉
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
が
あ

っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
イ
ズ

の
プ
ー
ル
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
や
ウ

ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
、
眺
め
の
良

い
屋
上
プ
ー
ル
も
あ
る
。
サ
ウ

ナ
は
そ
の
一
部
。
先
ず
は
子
供

用
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
、
辺
り
に

い
た
可
愛
い
子
供
達
に
習
っ
て

腹
這
い
に
な
っ
て
滑
っ
た
。
体

重
の
せ
い
で
左
右
に
大
き
く
揺

れ
、
滑
り
台
の
壁
に
肘
が
あ
た

っ
て
痛
い
。
一
度
で
懲
り
た
の

で
、
次
は
大
人
用
へ
。
座
っ
て

流
れ
る
水
に
乗
っ
て
滑
っ
て
、

勢
い
よ
く
水
に
沈
む
。
そ
れ
を

何
度
も
繰
り
返
し
た
。

　
誰
も
い
な
い
サ
ウ
ナ
室
で
熱

さ
を
満
喫
し
て
い
る
と
2
人
の

女
性
が
入
っ
て
来
た
。
2
人
は

英
語
で
話
し
て
い
る
。﹁
彼
と

は
上
手
く
行
っ
て
い
な
い
か

ら
、
付
き
合
い
方
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
の
﹂
と
太
っ
た
娘
。

痩
せ
た
娘
と
真
顔
で
話
し
て
い

る
。
太
っ
た
娘
に
は
何
人
か
ボ

ー
イ
フ
レ
ン
ド
が
い
る
ら
し

い
。
こ
の
旅
行
中
サ
ウ
ナ
で
美

し
い
女
性
達
を
沢
山
見
た
。

　
夢
は
叶
う
。
私
の
場
合
、
夢

は
忘
れ
た
頃
に
叶
う
。
サ
ウ
ナ

か
ら
出
て
湖
に
飛
び
込
む
の
が

夢
だ
っ
た
。
こ
の
サ
ウ
ナ
が
湖

畔
に
あ
る
事
は
現
地
に
着
く
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
。
ホ
テ
ル
か

ら
地
下
鉄
と
市
バ
ス
合
わ
せ
て

45
分
く
ら
い
の
場
所
に
、
そ
の

大
自
然
は
広
が
っ
て
い
た
。
滞

在
2
日
目
に
し
て
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
の
虜
に
な
っ
た
。
受
付

で﹁
サ
ウ
ナ
は
水
着
着
用
禁
止
、

湖
に
入
る
時
は
水
着
着
用
を
お

勧
め
し
ま
す
が
、
ど
ち
ら
で
も

良
い
で
す
﹂、﹁
湖
？ 

湖
っ
て

言
っ
た
？
﹂、﹁
は
い
、
外
に
出

る
際
に
は
ド
ア
の
横
に
貼
っ
て

あ
る
暗
証
番
号
を
記
憶
し
て
下

さ
い
。
そ
れ
が
な
い
と
中
に
戻

れ
ま
せ
ん
﹂。

　
サ
ウ
ナ
室
の
3
段
ベ
ン
チ
の

上
段
で
汗
を
流
し
、
タ
オ
ル
を

身
体
に
巻
い
て
外
に
出
る
。
4

桁
の
暗
証
番
号
を
覚
え
て
、
湖

ま
で
歩
く
。
凍
っ
た
湖
の
一
部

に
か
か
る
梯
子
を
つ
た
っ
て
水

に
入
る
。
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

膝
ま
で
一
瞬
浸
か
る
。
サ
ウ
ナ

に
戻
る
と
水
に
浸
か
っ
た
足
の

部
分
が
ム
ズ
ム
ズ
す
る
。
で
も

す
ぐ
に
熱
く
て
汗
が
流
れ
る
。

再
度
湖
へ
向
か
う
。
2
度
目
は

腰
ま
で
水
に
浸
か
る
。
何
故
か

膝
下
だ
け
が
ム
ズ
ム
ズ
す
る
。

膝
か
ら
上
に
変
化
を
感
じ
な
い

の
は
、
贅
肉
の
お
か
げ
も
知
れ

な
い
。
肩
ま
で
浸
か
っ
て
も
大

丈
夫
だ
と
判
断
し
た
。
3
度
目

は
勢
い
よ
く
肩
ま
で
水
に
浸
か

る
。冷
た
い
け
ど
気
持
ち
い
い
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
三
日
目
は
街

歩
き
。
電
話
を
操
作
す
る
指
が

冷
た
く
て
写
真
が
撮
れ
な
い
。

地
下
鉄
駅
直
結
のIK

E
A

に

入
っ
て
彷
徨
い
て
た
ら
ミ
ニ
サ

イ
ズ
の
青
いIK

E
A

バ
ッ
ク

が
あ
っ
た
の
で
購
入
。
お
馴
染

み
の
食
堂
も
あ
る
。
お
腹
が
す

い
た
の
で
、
旧
市
街
地
ガ
ム
ラ

ス
タ
ン
に
行
っ
て
昼
食
に
す

る
。
極
寒
曇
り
空
、
感
覚
の
な

い
指
で
ナ
ビ
を
使
い
、
評
判
の

良
い
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
店
に
辿
り

着
く
事
が
出
来
た
。
ミ
ー
ト
ボ

ー
ル
も
美
味
し
い
け
ど
、
そ
の

上
を
ゆ
く
ミ
ル
キ
ー
な
マ
ッ
シ

ュ
ド
ポ
テ
ト
に
感
動
。

　
４
日
目
、
ヘ
ラ
ス
ガ
ー
デ
ン

に
再
度
行
っ
た
。
夢
が
ま
た
一

つ
叶
っ
た
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
だ
。
ス
キ
ー
と
靴
を
レ

ン
タ
ル
し
て
、
太
陽
の
光
り
に

輝
く
新
雪
の
上
の
細
い
道
筋
を

ス
キ
ー
を
つ
け
て
歩
く
。
ほ
と

ん
ど
滑
ら
な
い
。
バ
タ
バ
タ
と

ス
キ
ー
を
左
右
交
互
に
前
に
出

し
て
歩
く
。
滑
ら
な
い
ス
キ
ー

な
の
か
？ 

カ
ン
ジ
キ
の
様
に

雪
の
中
を
歩
き
や
す
く
す
る
為

の
も
の
な
の
か
？ 

気
が
つ
く

と
自
然
の
景
色
を
満
喫
し
な
が

ら
、
湖
の
上
を
ス
キ
ー
を
つ
け

て
歩
い
て
い
た
。
遠
く
に
犬
を

見
つ
け
た
。
雪
景
色
に
犬
は
よ

く
似
合
う

　
週
末
な
の
で
子
供
連
れ
の
家

族
が
多
い
。
そ
の
為
だ
ろ
う
、

こ
の
日
は
全
員
水
着
着
用
し
て

い
た
。
水
着
を
脱
ぎ
着
す
る
の

が
少
々
面
倒
だ
。
子
供
に
裸
を

見
せ
な
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人

vs

子
供
に
な
ら
裸
を
見
せ
る

日
本
人
。サ
ウ
ナ
で
整
っ
た
後
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
Ｈ
２
Ｏ
と
書
い

て
あ
る
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
冷
た

く
て
美
味
し
い
水
を
飲
ん
澄
ん

だ
。
香
り
と
少
し
の
甘
さ
を
感

じ
た

　
４
泊
５
日
の
滞
在
中
、
毎
朝

レ
ス
ト
ラ
ン
の
入
り
口
に
ミ
ン

ミ
さ
ん
は
立
っ
て
、
ジ
ン
ジ
ャ

ー
シ
ョ
ッ
ト
勧
め
て
く
れ
た
。

そ
こ
で
一
言
二
言
彼
女
と
会
話

を
交
わ
し
て
私
の
１
日
は
始
ま

っ
て
い
た
。
ジ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ト
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ミ

ン
ミ
さ
ん
が
宿
泊
客
達
に
元
気

を
配
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
適
材

適
所
だ
。
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が

並
ぶ
朝
食
は
私
の
楽
し
み
だ
っ

た
け
ど
、
そ
れ
よ
り
も
ミ
ン
ミ

さ
ん
の
笑
顔
に
食
欲
が
そ
そ
ら

れ
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
前

に
ミ
ン
ミ
さ
ん
に
別
れ
を
告
げ

る
と
、
褐
色
の
フ
ワ
フ
ワ
し
た

腕
で
ハ
グ
し
て
く
れ
た
。
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
に
ま
た
来
た
時
は

こ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
ろ
う
。

　
　
（
山
本
真
由
美
、
写
真
も
）

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ー

http://www.easeny.com/
http://hinomaru-limo.com


　

何
か
大
事
な
こ
と
を
す
る
時

は
、
な
ぜ
か
部
屋
を
掃
除
し
た

り
、
台
所
を
片
付
け
た
り
、
机

の
上
を
綺
麗
に
整
頓
し
た
り
、

一
見
関
係
の
な
い
こ
と
を
し
て

し
ま
う
。
そ
ん
な
心
の
準
備
を

し
て
、
気
持
ち
を
整
理
し
て
か

ら
大
事
な
一
件
に
取
り
掛
か
る

と
い
う
こ
と
が
多
い
の
は
実

は
、
理
に
叶
っ
た
動
作
で
あ
る

こ
と
が
こ
の
本
で
分
か
る
。

　

心
と
身
体
を
整
え
て
磨
く

「
粋
な
女
子
道
」
の
創
始
者
で
、 

２
０
１
１
年
か
ら
粋
な
女
子
道

講
座
を
日
本
で
開
講
し
、
企
業

研
修
や
小
学
校
で
の
特
別
授
業

な
ど
行
っ
て
い
る
稲
垣
沙
織
さ

ん
が
昨
年
９
月
、
英
語
本
「IKI 

TOTONOE

」
を
ワ
ン
ピ
ー
ス
・

ブ
ッ
ク
ス
社
か
ら
米
国
で
出
版

し
た
。
内
容
は
、
日
本
の
精
神

性
を
自
然
と
生
活
に
取
り
入
れ

て
心
と
身
体
を
整
え
る
方
法
を

紹
介
。
禅
や
武
士
道
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
に
近
い
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
な
る
。「
禅
は
、
起
き
る

こ
と
は
自
分
の
中
に
原
因
が
あ

っ
て
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ

と
に
よ
っ
て
現
実
を
変
え
て
い

く
、
自
分
と
の
対
話
か
ら
答
え

を
導
き
だ
す
。
禅
や
修
行
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
師
匠
が
い
な
く

て
も
、
特
別
な
苦
行
を
し
な
く

て
も
、
日
々
の
生
活
の
中
で
実

践
で
き
る
自
分
と
向
き
合
う
方

法
、
向
き
合
い
方
を
お
伝
え
し

て
い
る
」
と
い
う
。

　

本
書
は
英
語
本
で
最
初
に

日
米
で
出
版
さ
れ
た
。IKI 

TOTONOE 
と
書
か
れ
て
い

る
。IKI

は
「
粋
」
で
あ
り
、

読
む
側
に
し
て
見
る
と
「
息
を

整
え
」
と
も
読
め
る
。

　

身
体
は
魂
の
乗
り
物
で
あ

り
、
い
つ
か
そ
れ
を
返
す
時
が

来
る
の
で
、丁
寧
に
使
う
こ
と
。

他
人
に
施
し
た
こ
と
は
良
い
こ

と
も
悪
い
こ
と
も
自
分
に
戻
っ

て
く
る
こ
と
、
何
か
を
得
る
と

い
う
こ
と
は
同
時
に
何
か
を
捨

て
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
手
放

す
美
学
を
知
る
こ
と
、
一
日
の

始
ま
り
の
５
分
は
お
茶
を
立
て

て
瞑
想
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
こ
と
、
寝
る
前
は
、
感
謝
の

気
持
ち
で
眠
り
に
つ
く
こ
と
な

ど
、
心
を
ス
ト
レ
ー
ト
な
状
態

に
保
つ
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い

る
。

　

稲
垣
さ
ん
が
３
月
21
日
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
で
出
版
記
念
講
演

会
を
開
催
し
た
。
会
場
の
米
国

人
参
加
者
か
ら
は
「
忙
し
い
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
は
ぴ
っ
た
り

な
気
持
ち
の
リ
セ
ッ
ト
の
仕
方

だ
と
思
う
」
と
い
う
感
想
が
聞

か
れ
た
。
講
演
は
米
国
で
ア
ニ

メ
、
日
本
食
と
日
本
文
化
に
注

目
が
集
ま
る
な
か
で
、
次
に
来

る
の
は
日
本
人
の
精
神
性
で
あ

る
こ
と
を
予
感
さ
せ
た
。
同
書

を
出
版
し
た
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

出
版
取
締
役
副
社
長
で
ワ
ン
ピ

ー
ス
・
ブ
ッ
ク
ス
社
長
の
金
子

仁
哉
さ
ん
も
来
場
し
、「
稲
垣

さ
ん
の
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
住

む
読
者
に
と
っ
て
も
、
日
々
の

生
活
に
す
ぐ
取
り
入
れ
ら
れ
る

も
の
ば
か
り
。
ぜ
ひ
稲
垣
さ
ん

のTOTONOE

メ
ソ
ッ
ド
を

実
践
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
毎

日
が
充
実
す
る
と
思
い
ま
す

よ
」
と
話
し
て
い
る
。

　

職
人
が
仕
事
の
前
に
包
丁
を

研
ぐ
と
か
、
誰
に
会
う
わ
け
で

も
な
い
の
に
出
社
す
る
時
に
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
袖
を
通
し
て
、

ネ
ク
タ
イ
を
す
る
の
も
、
仕
事

を
す
る
前
の
儀
式
の
よ
う
な
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ざ
、
仕

事
の
現
場
の
渦
中
に
入
れ
ば
、

な
り
ふ
り
構
わ
ず
必
死
で
闘
い

ま
く
る
わ
け
な
の
で
身
な
り
も

心
も
ど
こ
か
に
預
け
て
コ
ト
に

及
ぶ
わ
け
で
、
ひ
と
仕
事
終
わ

っ
た
後
で
、
よ
う
や
く
ふ
と
気

が
つ
い
た
よ
う
に
髪
の
毛
を
か

き
あ
げ
る
冷
静
さ
を
取
り
戻

す
。
心
の
帰
着
点
と
出
発
点
が

同
じ
で
あ
れ
ば
、
ま
た
そ
れ
を

繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
本
を
閉
じ
て
、
心
を
整
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
自
分
と
戦
う

人
間
の
心
の
平
和
を
取
り
戻
す

所
作
、作
法
と
見
た
。　
（
三
浦
）

日本人の精神性ここに
稲垣沙織・著

 ワンピース・ブックス社・刊

■希望のゆくえ（寺地はるな、新潮文庫）誰からも愛され
た弟には誰も知らない秘密があった。突然姿を消した弟、
希望（のぞむ）。行方を追う兄は関係者の語る姿を通し弟
の持つ複数の顔を知る。痛みを抱えたまま大人になった兄
弟が、それぞれの「希望」を探す優しいエールに満ちた物語。
文庫化にあたり書下ろし短篇も収録。■君を守ろうとする
猫の話（夏川草介、小学館）幸崎ナナミは13歳の中学2
年生。喘息の持病があるため学校が終わるとひとりで図書
館に足を運ぶ生活を送っている。その図書館で最近本がな
くなっているらしい。館内の探索を始めたナナミは青白く
輝いている書棚の前で翡翠の色の目をした猫と出会う。『本
を守ろうとする猫の話』シリーズ最新作。■ダブル・トラ
イ（堂場瞬一、講談社文庫）7人制ラグビー男子日本代表・
神崎が、円盤投の日本選手権で日本記録に迫った。球技と
陸上の「二刀流」で五輪出場を果たせば、世界から注目さ
れる。神崎と契約すべく新興スポーツ用品メーカーの営業
マン・岩谷は接近を試みる。苦悩と奮闘を描くスポーツ・
エンタテインメント。■人生の整理学（外山滋比古、イー
スト新書Q）名著復刊。東大・京大生のバイブル『思考の
整理学』の著者・外山滋比古が、自分史を書くコツ＝「人
生の整理学」を伝授する。今日から誰でもできる、知的に“老
い ”を愉しむヒントがここにある。■二人で探偵を（アガ
サ・クリスティー、創元推理文庫）結婚して幸せに暮らしていたトミーとタ
ペンスは、上司から英国に対するスパイ活動が疑われる〈国際探偵社〉の経
営者になりすまし、秘密情報部のために探偵業をしてみないかと提案を受け
る。探偵社を引きついだ2人は数々の事件を古今東西の名探偵の捜査法を真
似て解決する。ミステリの女王がおくるコンビ探偵ものの新訳決定版。■安
いニッポンからワーホリ！（上阪徹、東洋経済新報社）オーストラリア、カ
ナダ、ニュージーランドなど、コロナ禍が明けたいま日本を飛び出す若者た
ちが増えている。彼らが活用していたのは「ワーキングホリデー（ワーホリ）
制度」。実働6時間のブルーベリー摘みで月収50万円、残業なしの介護アシ
スタントで月収80万円、でも本当のところはどうなの？（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

希
望
を
探
す
物
語
。『
本
を
守
ろ
う
と
す
る
猫
の
話
』
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
。
ス
ポ
ー
ツ

の
苦
悩
と
奮
闘
。
読
ま
れ
る
「
自
分
史
」
を
書
く
。
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
の
コ
ン
ビ

探
偵
・
新
訳
版
。
最
低
時
給
２
０
０
０
円
の
国
で
希
望
を
見
つ
け
た
若
者
た
ち
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

森
に
住
む
小
さ
な
ネ
ズ
ミ
が

赤
く
熟
れ
た
美
味
し
そ
う
な
い

ち
ご
を
見
つ
け
、
は
し
ご
を
持

っ
て
家
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。

ネ
ズ
ミ
は
自
分
よ
り
大
き
な
い

ち
ご
を
手
に
入
れ
ま
す
が
、
こ

の
あ
た
り
に
は
熟
れ
た
い
ち
ご

が
大
好
物
の
ク
マ
が
い
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
お
腹
を
空

か
せ
た
ク
マ
は
遠
く
離
れ
て
い

て
も
い
ち
ご
の
に
お
い
を
嗅
ぎ

つ
け
ま
す
。
す
る
と
、
の
っ
し

の
っ
し
と
い
う
大
き
な
足
音

が
、
そ
し
て
、
く
ん
く
ん
と
匂

い
を
嗅
ぐ
音
も
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
慌
て
た
ネ
ズ
ミ
は
、
ク
マ

か
ら
い
ち
ご
を
守
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
作
戦
を
考
え
ま
す
。

　

見
つ
け
た
い
ち
ご
を
ク
マ
に

取
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
ネ
ズ
ミ

が
試
行
錯
誤
す
る
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
腹
ペ

コ
の
ク
マ
が
い
つ
現
れ
る
の
か

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
て
し
ま

い
そ
う
。
ネ
ズ
ミ
の
表
情
が
コ

ミ
カ
ル
で
、
可
愛
ら
し
く
繊
細

に
描
か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
が
魅
力

的
な
、
い
ち
ご
の
お
い
し
い
季

節
に
読
み
聞
か
せ
た
い
大
型
絵

本
。
日
本
語
で
読
む
な
ら
『
ど

う
す
る
ど
う
す
る 

ね
ず
み
く

ん
』。　　
　
　
　
　
　
（
高
田
）

ク
マ
か
ら
い
ち
ご
を
守
る
に
は
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